
保護者／弘平さん・江津子さん

H28年

生まれ
2月22日

たか みや

髙宮 弘樹くん（男）
中松一

ひろ き

保護者／勝寿さん・千尋さん

H28年

生まれ
2月26日

よし なが

吉永 安寿ちゃん（女）
第七駐在

あん じゅ

じいちゃん、
ばあちゃん
いつもありがとう！

近所をお散歩して
赤牛さんに会いに行くのが
大好きです♪♪♪

保護者／和浩さん・美奈子さん

H28年

生まれ
2月22日

あ だち

安達 巧太朗くん（男）
中松三

こう ろうた
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（前年同月比）

▲

1月3日は村の成人式が行われました。新成人の皆さん、ご成人おめでと
うございます。紙面の都合で全てはご紹介できず申し訳ありませんが、イン
タビューや写真撮影へのご協力、本当にありがとうございました。これから
の更なるご活躍をお祈りいたします。

▲

この冬、今のところ雪はすこしちらつ
く程度ですが、油断せず凍結や気温に用心したいところ。

▲

年末年始や1月の忙しさで皆さんお疲
れかと思いますので、ご自愛のうえお過ごしください。 実

67

編集
後記

南阿蘇村（出身でも可）で、何
かに挑戦している人や頑張っ
ている人（団体）、活躍してい
る人を紹介します。年齢、自
薦・他薦は問いません。
たくさんの応募をお待ちして
います！

【申し込み・お問い合わせ】
政策企画課企画係
℡（67）2230

募集しています
「村と人」を

３歳の誕生日を迎えるお子さんを募集します
■応募方法

【お問い合わせ】

誕生月の前月５日（５日が休日の場合は５日以降直近の平日）までに、写真・
一言コメント・お子さんの氏名と生年月日・保護者の氏名・連絡先を添えて
役場政策企画課企画係までお申し込みください。

政策企画課企画係　℡（67）2230

　1月3日、ホテルグリーンピア南阿蘇で、村成人式
が行われました。表紙の文字「希望」は、新成人実行
委員の笠純華さんが書き上げた今年の成人式のテー
マで、会場に掲示されました。参加した新成人は恩
師や旧友との再会に輝く笑顔を見せ、大人への第一
歩を踏み出しました。（当日の様子は2・3ページ）

表紙の説明

❹雑損控除計算書・住宅ローン控除計算書作成会について
❻復興むらづくりだより
❼私たちの図書館について考えてみませんか？
❾村の農業を担う新規就業者を募集しています
�「きらめく地域づくり支援事業補助金」交付事業決定
�競争入札参加資格審査申請手続きのご案内

～トピックス～～トピックス～

Happy Birthday
３さいお誕生日おめでとうお誕生日おめでとう

　
鞘
か
ら
刀
を
抜
き
放
ち
、
鞘
に
納
め
る
ま
で

の
技
術
と
精
神
を
磨
く
武
道
、「
居
合
道
」。
南

阿
蘇
中
学
校
3
年
生
の
峰
松
拓
未
さ
ん（
第
九

駐
在
・
写
真
右
）と
村
上
颯
汰
さ
ん（
中
松
二
・

写
真
左
）は
、
一
昨
年
の
11
月
に
村
文
化
祭
で

行
わ
れ
て
い
た
体
験
教
室
を
き
っ
か
け
に
、
居

合
を
始
め
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
昨
年
10
月
、
県
立
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た「
熊
本
県
居
合
道
昇
段
審
査
会
」で
昇

段
審
査
に
初
挑
戦
。
10
カ
月
間
の
毎
週
の
稽
古

が
実
を
結
び
、
見
事
そ
ろ
っ
て
初
段
に
合
格
し

ま
し
た
。
翌
月
の
村
文
化
祭
で
は
、
初
段
の
技

を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
居
合
道
に
対
す
る
思
い
を
尋
ね
て
み
る
と
、

「
居
合
の
型
の
最
中
は
、
相
手
が
い
る
と
い
う

意
識
は
す
る
け
れ
ど
、
他
に
は
何
も
考
え
ず
集

中
し
て
い
ま
す
。『
継
続
は
力
な
り
』と
い
う
よ

う
に
、
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
か
ら
長
く
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
、
峰
松
さ
ん
。

　
剣
道
を
し
て
い
た
経
験
も
あ
り
、
も
と
も
と

刀
や
剣
に
は
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
村
上
さ
ん

は
、「
居
合
の
型
は
12
本
あ
っ
て
、
自
分
は
ま

だ
完
全
で
は
な
い
の
で
、
ま
ず
は
全
部
の
型
を

し
っ
か
り
覚
え
て
か
ら
次
の
段
に
挑
み
た
い
で

す
」と
、
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
高
校
進
学
に
向
け
た
受
験
勉
強
の

真
っ
只
中
の
お
二
人
で
す
が
、
二
段
昇
段
を
目

指
し
、
春
か
ら
の
稽
古
に
臨
み
ま
す
。

磨
く
技
　
研
ぎ
澄
ま
す
心

峰
松 

拓
未
さ
ん（
第
九
駐
在
）・
村
上 

颯
汰
さ
ん（
中
松
二
）

そ
う

か
み

む
ら

た

た
く

ま
つ

み
ね

み

乗り物大好き♡



　
1
月
3
日
、
平
成
31
年
南

阿
蘇
村
成
人
式
が
、
ホ
テ
ル

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
南
阿
蘇
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
や
恩

師
が
見
守
る
中
、
晴
れ
着
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が

大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　
今
回
、成
人
を
迎
え
た
の
は
、

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
11
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
、１
０
４
人（
出
席
者
85
人
）。

　
新
成
人
の
小
佐
井
あ
か
ね

さ
ん（
両
併
二
）の
ピ
ア
ノ
演

奏
で
幕
を
開
け
、
田
村
隼
さ

ん（
川
後
田
）、
和
田
梓
さ
ん

（
一
関
一
）が
総
合
司
会
を
務

め
た
式
典
で
は
、
松
野
孝
雄

教
育
長
が「
熊
本
地
震
か
ら
の

復
興
の
仕
上
げ
を
す
る
の
は
、

こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
方
で
す
。

そ
の
若
い
力
に
期
待
す
る
と

と
も
に
、
き
っ
と
皆
さ
ん
方

が
こ
の
南
阿
蘇
村
を
再
興
し

て
く
れ
る
と
信
じ
て
お
り
ま

す
」と
祝
辞
を
贈
り
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
誓
い
で
は
、
辰

巳
凌
さ
ん（
両
併
一
）と
工
藤

志
歩
さ
ん（
両
併
二
）が
新
成

人
を
代
表
し
、「
私
た
ち
も
村

の
発
展
を
支
え
る
中
心
的
存

在
と
な
れ
る
よ
う
、
日
々
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
南
阿

蘇
村
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
、

成
人
と
し
て
の
責
任
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
一

員
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
を

こ
こ
に
約
束
し
、多
く
の
方
々

に
希
望
を
与
え
ら
れ
る
人
材

に
な
れ
る
よ
う
誓
い
ま
す
」と

述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
村
か
ら
の
記

念
品
を
市
原
茉
夏
さ
ん（
第
四

駐
在
）が
代
表
で
受
け
取
り
、

交
通
安
全
宣
言
を
古
澤
玲
治

さ
ん（
第
三
駐
在
）・
市
�
美

津
穂
さ
ん（
黒
川
）が
力
強
く

宣
言
。
最
後
に
、
興
梠
啓
士

郎
さ
ん（
吉
田
一
）が
感
謝
の

言
葉
の
中
で
、「
私
た
ち
も
、

ふ
る
さ
と
の
希
望
の
光
と
な

れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
中
学

校
単
位
で
の
記
念
撮
影
や
、

藤
川
隼
大
さ
ん（
吉
田
三
）と

今
村
千
瑳
希
さ
ん（
喜
多
）の

司
会
で
交
歓
会
が
行
わ
れ
、

会
場
は
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気

と
な
り
ま
し
た
。

1998（平成10）年4月2日～
1999（平成11）年4月1日
■社会の主な出来事
•日本初の火星探査機
　「のぞみ」打ち上げ成功
•FIFAワールドカップでサッ
カー日本代表が初めて試合
を行う

•日韓共同宣言が採択

■村の主な出来事
•旧長陽中学校（現南阿蘇中学
校）校舎が建築される

•テレビ放送をきっかけとして
　一心行の大桜が有名に

　仕事では自分のこ
とももちろん、先輩
や後輩から頼られる
人になっていけるよ
う頑張ります。

片山 遥輝さん
（吉田三）

　大人への第一歩を
踏み出したので、仕
事でも自分から周り
を見る力をつけてい
きたいです。

松野 朱里さん
（立野）

　今は、消防士を目
指しています。成人
になり、まだまだこ
れから頑張っていき
ます。

古澤 玲治さん
（第三駐在）

新成人が生まれた年

南阿蘇村成人式
平成31年

テーマ「 希望 」

記念品を受け取る市原茉夏さん

お礼の言葉を述べる
興梠啓士郎さん

交通安全宣言をする
古澤玲治さん、市�美津穂さん

新成人誓いの言葉を述べる
辰巳凌さん、工藤志歩さん

総合司会を務めた
田村隼さん、和田梓さん

❶交歓会の司会を務めた藤川隼大さん、今村千瑳希さん　❷万歳三唱の音頭をとる栃原直人さん（第七駐在）　❸笠純華さん（両併三）が
書き上げた今年の成人式テーマ　❹カメラに向かって素敵な笑顔　❺❻❼思い出話や近況報告、感謝の言葉のスピーチなどで盛り上がっ
た交歓会　❽恩師の先生と一緒に　❾式典前のピアノ演奏を披露した小佐井あかねさん

❶

❹ ❺

❻ ❼

❽ ❾

❷

❸

～これからどんな大人になりたいですか～
新成人の皆さんにインタビュー

MINAMIASO 2019.22019.2 MINAMIASO
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〈問い合わせ〉税務課 課税係　℡（67）2703

※受付順となり、お待たせすることがありますので、ご了承ください。

確
定
申
告
に
関
す
る

ご
相
談
は

電
話
セ
ン
タ
ー

「
０
」番
へ
！

　
熊
本
国
税
局
で
は
、
3
月
15
日（
金
）

ま
で
、「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
開
設
し
、
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
に

関
す
る
ご
相
談
な
ど
に
電
話
で
お
答

え
し
て
い
ま
す
。

　
税
務
署
の
代
表
電
話
に
か
け
て
い

た
だ
く
と
、
自
動
音
声
案
内
に
よ
り

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、「
0
」番
を
選

択
し
、
用
件
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

申
告
会
場
や
、
受
付
時
間
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
に
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

お
答
え
す
る
ほ
か
、
問
い
合
わ
せ
の

内
容
な
ど
に
よ
り
、
電
話
を
転
送
し
、

職
員
な
ど
が
お
答
え
し
ま
す
。

　
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
場
合
や
、
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

阿
蘇
税
務
署

℡
0
9
6
7（
2
2
）0
5
5
1

※
自
動
音
声
案
内

消
費
税
・
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）の

確
定
申
告
と
納
税
は

正
し
く
お
早
め
に

　
平
成
30
年
分
の
個
人
事
業
者
の「
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
」の
申
告
・
納
付
期

限
は
、
4
月
1
日（
月
）で
す
。

 
税
務
署
な
ど
の
申
告
相
談
会
場
は
、
特
に「
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
」の
確
定
申
告
期

限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
は
で

き
る
だ
け
自
分
で
作
成
し
、
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
郵
便
や
信
書
便
に
よ
る

送
付
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
平
成
30
年
分
に
お
い
て
課
税
事
業
者
と
な
る

個
人
事
業
者

① 

平
成
28
年
分
の
課
税
売
上
高
が
1
，
0
0
0

万
円
を
超
え
る

② 

平
成
28
年
分
の
課
税
売
上
高
が
1
，
0
0
0

万
円
以
下
で
、平
成
28
年
12
月
末
ま
で
に「
消

費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」を
提
出
し

て
い
る

③ 

①
、②
に
該
当
し
な
い
場
合
で
、
平
成
29
年
1

月
1
日
〜
6
月
30
日
の
期
間（
特
定
期
間
）の

課
税
売
上
高
が
1
，
0
0
0
万
円
を
超
え
る

〈
問
い
合
わ
せ
〉

阿
蘇
税
務
署

℡
0
9
6
7（
2
2
）0
5
5
1

※
自
動
音
声
案
内

■日程表
月日

2月6日（水）

2月7日（木）

2月8日（金）

役場2階大会議室
℡（67）2703

午前９時～午後４時
（正午～午後1時は除く） 

作成会場受付時間

雑損控除計算書・住宅ローン控除計算書作成会について
　熊本地震により被災した家屋について、平成28年分の確定申告において雑損控除の申告が済んでいない人、また、
すでに雑損控除を受けた人のうち、平成29・30年中に修理した費用などがある人の雑損控除計算書作成会と、住
宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を受けていた人で、借り換えなどを行った人の申告書作成会を2月6日(水)
～8日(金)に行います。該当する人は必要書類を持参のうえ、ご参加ください。混雑が予想されます。都合が悪い
場合は阿蘇税務署でも相談出来ますので、お問い合わせください。

【阿蘇税務署　℡0967（22）0551】

申告相談会場

役場2階大会議室

℡096（372）1151
（南九州税理士会事務局）

℡（67）0501
（南九州税理士会阿蘇支部）

２月10日(日)
午前10時～午後４時

（正午～午後1時は除く）

電話番号期間・受付時間

南九州税理士会からの休日無料税務相談会のお知らせ
　南九州税理士会主催で、熊本地震により被災された皆さまの税務申告に関する相談をはじめ雑損控除計算書作成
のための休日無料相談会が、下記のとおり開催されます。
　相談希望者は、必要書類を持参のうえ、ご参加ください。

確定申告におけるマイナンバーの記載及び添付について
　社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入により、平成30年分確定申告書等の提出の際には、「マイナンバー
の記載」＋「本人確認書類の提示または写しの添付」が必要となります。

■雑損控除
①平成28年確定申告書控・平成29年確定申告書控
②固定資産課税台帳[名寄せ帳] → 税務課で再発行できます（手数料200円）
③修理に伴う工事請負契約書・領収書
④保険補填金確認書 → 地震保険会社などから発行された保険金支払額証明書
⑤平成30年分の収入がわかる書類
■住宅ローン控除

①登記事項証明書（法務局発行）
②年末残高証明書（金融機関発行）
③マイナンバーカードまたはマイナンバー通知カードと免許証などの本人確認証
④売買契約書の写し、工事契約書の写しなど
■共通して必要なもの

①印鑑（認印可）、②源泉徴収票（原本）、③申告者本人口座の通帳（還付金振込み用）
※確定申告期間中、申告会場においての作成は混雑防止のため、別コーナーで
作成をしてからの申告順番待ちとなりますので、相当お待ちいただく場合があります。
　上記控除に該当者は、必ず作成期間中にご来場ください。

[必要書類]

◆マイナンバーカード（個人番号カード）を持っている人は
●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
●ご自宅などからe-Taxで送信すれば、本人確認書類の提示または写しの提出が不要です。

◆マイナンバーカードを持っていない人は

《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》

＋◎通知カード
◎住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
　（マイナンバーの記載があるものに限ります。）
　　　　　　　　　　  などのうちいずれか1つ

番号確認書類

《記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類》
◎運転免許証　　◎公的医療保険の被保険者証
◎パスポート　　◎身体障害者手帳
◎在留カード
　　　　　　　　　　　　　  などのうちいずれか1つ

身元確認書類

（本人確認書類）

※詳しくは、熊本国税局のホームページ（www.nta.go.jp/kumamoto）をご覧いただくか、
阿蘇税務署（℡0967（22）0551　自動音声案内）にお尋ねください。

MINAMIASO 2019.22019.2 MINAMIASO



〈問い合わせ〉税務課 課税係　℡（67）2703

※受付順となり、お待たせすることがありますので、ご了承ください。

確
定
申
告
に
関
す
る

ご
相
談
は

電
話
セ
ン
タ
ー

「
０
」番
へ
！

　
熊
本
国
税
局
で
は
、
3
月
15
日（
金
）

ま
で
、「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
開
設
し
、
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
に

関
す
る
ご
相
談
な
ど
に
電
話
で
お
答

え
し
て
い
ま
す
。

　
税
務
署
の
代
表
電
話
に
か
け
て
い

た
だ
く
と
、
自
動
音
声
案
内
に
よ
り

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、「
0
」番
を
選

択
し
、
用
件
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

申
告
会
場
や
、
受
付
時
間
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
に
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

お
答
え
す
る
ほ
か
、
問
い
合
わ
せ
の

内
容
な
ど
に
よ
り
、
電
話
を
転
送
し
、

職
員
な
ど
が
お
答
え
し
ま
す
。

　
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
場
合
や
、
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

阿
蘇
税
務
署

℡
0
9
6
7（
2
2
）0
5
5
1

※
自
動
音
声
案
内

消
費
税
・
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）の

確
定
申
告
と
納
税
は

正
し
く
お
早
め
に

　
平
成
30
年
分
の
個
人
事
業
者
の「
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
」の
申
告
・
納
付
期

限
は
、
4
月
1
日（
月
）で
す
。

 
税
務
署
な
ど
の
申
告
相
談
会
場
は
、
特
に「
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
」の
確
定
申
告
期

限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
は
で

き
る
だ
け
自
分
で
作
成
し
、
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
郵
便
や
信
書
便
に
よ
る

送
付
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
平
成
30
年
分
に
お
い
て
課
税
事
業
者
と
な
る

個
人
事
業
者

① 

平
成
28
年
分
の
課
税
売
上
高
が
1
，
0
0
0

万
円
を
超
え
る

② 

平
成
28
年
分
の
課
税
売
上
高
が
1
，
0
0
0

万
円
以
下
で
、平
成
28
年
12
月
末
ま
で
に「
消

費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」を
提
出
し

て
い
る

③ 

①
、②
に
該
当
し
な
い
場
合
で
、
平
成
29
年
1

月
1
日
〜
6
月
30
日
の
期
間（
特
定
期
間
）の

課
税
売
上
高
が
1
，
0
0
0
万
円
を
超
え
る

〈
問
い
合
わ
せ
〉

阿
蘇
税
務
署

℡
0
9
6
7（
2
2
）0
5
5
1

※
自
動
音
声
案
内

■日程表
月日

2月6日（水）

2月7日（木）

2月8日（金）

役場2階大会議室
℡（67）2703

午前９時～午後４時
（正午～午後1時は除く） 

作成会場受付時間

雑損控除計算書・住宅ローン控除計算書作成会について
　熊本地震により被災した家屋について、平成28年分の確定申告において雑損控除の申告が済んでいない人、また、
すでに雑損控除を受けた人のうち、平成29・30年中に修理した費用などがある人の雑損控除計算書作成会と、住
宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を受けていた人で、借り換えなどを行った人の申告書作成会を2月6日(水)
～8日(金)に行います。該当する人は必要書類を持参のうえ、ご参加ください。混雑が予想されます。都合が悪い
場合は阿蘇税務署でも相談出来ますので、お問い合わせください。

【阿蘇税務署　℡0967（22）0551】

申告相談会場

役場2階大会議室

℡096（372）1151
（南九州税理士会事務局）

℡（67）0501
（南九州税理士会阿蘇支部）

２月10日(日)
午前10時～午後４時

（正午～午後1時は除く）

電話番号期間・受付時間

南九州税理士会からの休日無料税務相談会のお知らせ
　南九州税理士会主催で、熊本地震により被災された皆さまの税務申告に関する相談をはじめ雑損控除計算書作成
のための休日無料相談会が、下記のとおり開催されます。
　相談希望者は、必要書類を持参のうえ、ご参加ください。

確定申告におけるマイナンバーの記載及び添付について
　社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入により、平成30年分確定申告書等の提出の際には、「マイナンバー
の記載」＋「本人確認書類の提示または写しの添付」が必要となります。

■雑損控除
①平成28年確定申告書控・平成29年確定申告書控
②固定資産課税台帳[名寄せ帳] → 税務課で再発行できます（手数料200円）
③修理に伴う工事請負契約書・領収書
④保険補填金確認書 → 地震保険会社などから発行された保険金支払額証明書
⑤平成30年分の収入がわかる書類

■住宅ローン控除
①登記事項証明書（法務局発行）
②年末残高証明書（金融機関発行）
③マイナンバーカードまたはマイナンバー通知カードと免許証などの本人確認証
④売買契約書の写し、工事契約書の写しなど

■共通して必要なもの
①印鑑（認印可）、②源泉徴収票（原本）、③申告者本人口座の通帳（還付金振込み用）

※確定申告期間中、申告会場においての作成は混雑防止のため、別コーナーで
作成をしてからの申告順番待ちとなりますので、相当お待ちいただく場合があります。

　上記控除に該当者は、必ず作成期間中にご来場ください。

[必要書類]

◆マイナンバーカード（個人番号カード）を持っている人は
●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
●ご自宅などからe-Taxで送信すれば、本人確認書類の提示または写しの提出が不要です。

◆マイナンバーカードを持っていない人は

《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》

＋◎通知カード
◎住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
　（マイナンバーの記載があるものに限ります。）
　　　　　　　　　　  などのうちいずれか1つ

番号確認書類

《記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類》
◎運転免許証　　◎公的医療保険の被保険者証
◎パスポート　　◎身体障害者手帳
◎在留カード
　　　　　　　　　　　　　  などのうちいずれか1つ

身元確認書類

（本人確認書類）

※詳しくは、熊本国税局のホームページ（www.nta.go.jp/kumamoto）をご覧いただくか、
阿蘇税務署（℡0967（22）0551　自動音声案内）にお尋ねください。
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　村では、平成30年度「農地集約促進補助事業」を実施しています。
　農地は、長い年月をかけて整備された食糧の生産基盤であり、貴重な社会資本です。農家の高齢化や減少など、
担い手不足が進む中で、耕作放棄地の増加や有害鳥獣被害などにより、農地の維持は深刻な問題となっています。
　地域農業の維持発展と農業の生産性を高めるためには、農地の集約化を推進し、作業の効率化による経営規模の
拡大や生産コストの削減が重要となります。
　そこで、村内の認定農業者で、平成30年度に新規の賃貸借、または所有権の取得により、2筆以上の耕作する農
地が50a以上のまとまりを構成する集約ができた場合、その新規の権利設定面積に対し、予算の範囲内で以下の補
助金を耕作者に交付します。（その他、補助金の交付には一定の要件があります。）
　詳しくは、農業委員会事務局までお問い合わせください。

〈問い合わせ〉農業委員会事務局　℡（67）2707

農地の区分
（農家台帳地目）

田

畑

30,000円

15,000円

3年以上

3年以上

10a当たりの補助金額
（1a未満切捨）

所有権の移転または
利用権設定後の耕作期間

南阿蘇村農地集約促進補助金について

私たちの図書館について考えてみませんか？

成人用肺炎球菌ワクチンの予防接種を実施しています
　平成30年度 成人用肺炎球菌予防接種定期接種対象者には4月上旬に直接通知を送付しています。
接種期間は、平成31年3月31日（日）までとなっていますので、接種を希望する人は、期間内に接種をお願いします。
期間を過ぎると全額自己負担になりますのでご注意ください。

【平成30年度の対象者】

　通知の紛失や、対象年齢で4月以降に本村に転入し、未接種の人は、予診票を発行しますので健康推進課保健係
までご連絡ください。

〈問い合わせ〉健康推進課 保健係　℡（67）2704

VOL.20

南
阿
蘇
村

復
興
む
ら
づ
く
り

だ
よ
り

■
被
災
が
大
き
か
っ
た
集
落
で

　
復
興
に
向
け
た
行
事
や
説
明
会
を
開
催

　
１
月
13
日
、立
野
地
域（
立
野
区
、新
所
区
、

立
野
駅
区
合
同
）と
長
野
区
、
14
日
に
乙
ヶ

瀬
区
で
、
ど
ん
ど
や
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
地
区
住
民
や
仮
設
住
宅
で
過
ご
さ

れ
て
い
る
方
た
ち
も
参
加
。
地
元
住
民
や

支
援
団
体
な
ど

に
よ
る
振
る
舞

い
や
各
家
庭
か

ら
持
ち
寄
っ
た

餅
な
ど
を
片
手

に
、
近
況
報
告

な
ど
の
話
で
大

い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　　
昨
年
12
月
16
日
、
旧
立
野
小
学
校
体
育

館
で
立
野
地
域
の
住
民
説
明
会
、
今
年
１

月
14
日
に
旧
長
陽
西
部
小
学
校
で
黒
川
区

の
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
野
地
域
の
説
明
会
で
は
、
立
野
わ
か

も
ん
会
メ
ン
バ
ー
の
お
披
露
目
か
ら
、

フ
ッ
ト
パ
ス
先
進
地
で
あ
る
美
里
町

の
井
澤
る
り
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
や
、

県
か
ら
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
の

説
明
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
説
明
会
後
は
南
阿
蘇
復
興
支
援
セ

ン
タ
ー
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
憩

い
の
家
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
協
力
で
振
る
舞
わ
れ
た
と
ん

汁
を
食
べ
な
が
ら
久
し
ぶ
り
の
交
流
の
時

間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
川
区
の
説
明
会
で
は
、
村
か
ら
旧
長

陽
西
部
小
学
校
の
利
活
用
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
区
の
事
業
と
し
て
、

復
興
弁
当
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
震
災
遺
構
の
保
存
活
用
に
つ
い
て

　
震
災
遺
構
と
は
、
熊
本
地
震
に
よ
り
起

き
た
現
象
や
被
害
の
中
で
後
世
に
遺
し
て

い
く
べ
き
も
の
の
こ
と
で
、
村
内
の
10
カ

所
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

被
害
規
模
の
大
き
い
も
の
や
復
旧
工
事
の

関
係
上
、
現
状
で
の
保
存
が
難
し
い
3
カ

所
の
遺
構
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
た
擬
似
的
な
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
11
月
か
ら「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
」に

業
務
を
委
託
し
、
年
度
内
に
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
制
作
し
て
、
今
後
の
防
災
教
育

な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

復
興
推
進
課
　
　
　

℡（
6
7
）1
1
1
3

長野区のどんどや

ワンピースのルフィ像

  65歳　昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生まれ
  70歳　昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生まれ
  75歳　昭和18年4月2日～昭和19年4月1日生まれ
  80歳　昭和13年4月2日～昭和14年4月1日生まれ

  85歳　昭和  8年4月2日～昭和  9年4月1日生まれ
  90歳　昭和  3年4月2日～昭和  4年4月1日生まれ
  95歳　大正12年4月2日～大正13年4月1日生まれ
100歳　大正  7年4月2日～大正  8年4月1日生まれ

■
ル
フ
ィ
像
が
熊
本
に
！

　
人
気
漫
画「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
」の
主

人
公
、
麦
わ
ら
の
ル
フ
ィ
の
銅
像
が
県
庁

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
設
置
さ
れ
、
昨
年
11
月

30
日
に
除
幕
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、作
者
で
あ
る
熊
本
県
出
身
の
漫
画
家
、

尾
田
栄
一
郎
氏
の
世
界
に
誇
る
功
績
や
復

興
支
援
へ
の
尽
力
に
対
し
県
民
栄
誉
賞
が

贈
呈
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
置
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
尾
田
氏
は
熊
本
地
震
後
に「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ

Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
復
興
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
復
興
支
援
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
ル
フ
ィ
像
も
そ
の

支
援
金
を
活
用
し
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ル
フ
ィ
の
仲
間
の
像
8
体
に

つ
い
て
も
、
復
興
の
後
押
し
を
目
的
に
県

内
の
被
災
地
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
、
今
後
有
識
者
に
よ
る
意
見

交
換
会
な
ど
を
経
て
、
発
災
か
ら
３
年
と

な
る
４
月
頃
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
設
置

場
所
が
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

MINAMIASO 2019.22019.2 MINAMIASO



　村では、平成30年度「農地集約促進補助事業」を実施しています。
　農地は、長い年月をかけて整備された食糧の生産基盤であり、貴重な社会資本です。農家の高齢化や減少など、
担い手不足が進む中で、耕作放棄地の増加や有害鳥獣被害などにより、農地の維持は深刻な問題となっています。
　地域農業の維持発展と農業の生産性を高めるためには、農地の集約化を推進し、作業の効率化による経営規模の
拡大や生産コストの削減が重要となります。
　そこで、村内の認定農業者で、平成30年度に新規の賃貸借、または所有権の取得により、2筆以上の耕作する農
地が50a以上のまとまりを構成する集約ができた場合、その新規の権利設定面積に対し、予算の範囲内で以下の補
助金を耕作者に交付します。（その他、補助金の交付には一定の要件があります。）
　詳しくは、農業委員会事務局までお問い合わせください。

〈問い合わせ〉農業委員会事務局　℡（67）2707

農地の区分
（農家台帳地目）

田

畑

30,000円

15,000円

3年以上

3年以上

10a当たりの補助金額
（1a未満切捨）

所有権の移転または
利用権設定後の耕作期間

南阿蘇村農地集約促進補助金について

私たちの図書館について考えてみませんか？

成人用肺炎球菌ワクチンの予防接種を実施しています
　平成30年度 成人用肺炎球菌予防接種定期接種対象者には4月上旬に直接通知を送付しています。
接種期間は、平成31年3月31日（日）までとなっていますので、接種を希望する人は、期間内に接種をお願いします。
期間を過ぎると全額自己負担になりますのでご注意ください。

【平成30年度の対象者】

　通知の紛失や、対象年齢で4月以降に本村に転入し、未接種の人は、予診票を発行しますので健康推進課保健係
までご連絡ください。

〈問い合わせ〉健康推進課 保健係　℡（67）2704
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南
阿
蘇
村

復
興
む
ら
づ
く
り

だ
よ
り

■
被
災
が
大
き
か
っ
た
集
落
で

　
復
興
に
向
け
た
行
事
や
説
明
会
を
開
催

　
１
月
13
日
、立
野
地
域（
立
野
区
、新
所
区
、

立
野
駅
区
合
同
）と
長
野
区
、
14
日
に
乙
ヶ

瀬
区
で
、
ど
ん
ど
や
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
地
区
住
民
や
仮
設
住
宅
で
過
ご
さ

れ
て
い
る
方
た
ち
も
参
加
。
地
元
住
民
や

支
援
団
体
な
ど

に
よ
る
振
る
舞

い
や
各
家
庭
か

ら
持
ち
寄
っ
た

餅
な
ど
を
片
手

に
、
近
況
報
告

な
ど
の
話
で
大

い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　　
昨
年
12
月
16
日
、
旧
立
野
小
学
校
体
育

館
で
立
野
地
域
の
住
民
説
明
会
、
今
年
１

月
14
日
に
旧
長
陽
西
部
小
学
校
で
黒
川
区

の
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
野
地
域
の
説
明
会
で
は
、
立
野
わ
か

も
ん
会
メ
ン
バ
ー
の
お
披
露
目
か
ら
、

フ
ッ
ト
パ
ス
先
進
地
で
あ
る
美
里
町

の
井
澤
る
り
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
や
、

県
か
ら
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
の

説
明
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
説
明
会
後
は
南
阿
蘇
復
興
支
援
セ

ン
タ
ー
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
憩

い
の
家
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
協
力
で
振
る
舞
わ
れ
た
と
ん

汁
を
食
べ
な
が
ら
久
し
ぶ
り
の
交
流
の
時

間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
川
区
の
説
明
会
で
は
、
村
か
ら
旧
長

陽
西
部
小
学
校
の
利
活
用
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
区
の
事
業
と
し
て
、

復
興
弁
当
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
震
災
遺
構
の
保
存
活
用
に
つ
い
て

　
震
災
遺
構
と
は
、
熊
本
地
震
に
よ
り
起

き
た
現
象
や
被
害
の
中
で
後
世
に
遺
し
て

い
く
べ
き
も
の
の
こ
と
で
、
村
内
の
10
カ

所
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

被
害
規
模
の
大
き
い
も
の
や
復
旧
工
事
の

関
係
上
、
現
状
で
の
保
存
が
難
し
い
3
カ

所
の
遺
構
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
た
擬
似
的
な
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
11
月
か
ら「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
」に

業
務
を
委
託
し
、
年
度
内
に
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
制
作
し
て
、
今
後
の
防
災
教
育

な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

復
興
推
進
課
　
　
　

℡（
6
7
）1
1
1
3

長野区のどんどや

ワンピースのルフィ像

  65歳　昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生まれ
  70歳　昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生まれ
  75歳　昭和18年4月2日～昭和19年4月1日生まれ
  80歳　昭和13年4月2日～昭和14年4月1日生まれ

  85歳　昭和  8年4月2日～昭和  9年4月1日生まれ
  90歳　昭和  3年4月2日～昭和  4年4月1日生まれ
  95歳　大正12年4月2日～大正13年4月1日生まれ
100歳　大正  7年4月2日～大正  8年4月1日生まれ

■
ル
フ
ィ
像
が
熊
本
に
！

　
人
気
漫
画「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
」の
主

人
公
、
麦
わ
ら
の
ル
フ
ィ
の
銅
像
が
県
庁

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
設
置
さ
れ
、
昨
年
11
月

30
日
に
除
幕
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、作
者
で
あ
る
熊
本
県
出
身
の
漫
画
家
、

尾
田
栄
一
郎
氏
の
世
界
に
誇
る
功
績
や
復

興
支
援
へ
の
尽
力
に
対
し
県
民
栄
誉
賞
が

贈
呈
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
置
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
尾
田
氏
は
熊
本
地
震
後
に「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ

Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
復
興
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
復
興
支
援
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
ル
フ
ィ
像
も
そ
の

支
援
金
を
活
用
し
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ル
フ
ィ
の
仲
間
の
像
8
体
に

つ
い
て
も
、
復
興
の
後
押
し
を
目
的
に
県

内
の
被
災
地
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
、
今
後
有
識
者
に
よ
る
意
見

交
換
会
な
ど
を
経
て
、
発
災
か
ら
３
年
と

な
る
４
月
頃
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
設
置

場
所
が
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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設立総会で承認された7人の理事

　
12
月
18
日
、
農
事
組
合
法
人「
久
石
フ
ァ
ー
ム
」

（
藤
�
孝
誠
代
表
理
事
、
構
成
員
35
人
）が
設
立

総
会
を
開
催
し
、
村
内
で
は
2
組
目
と
な
る
農

事
組
合
法
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
農
事
組
合
法
人
と
は
、
農
業
の
協
業
化
と
農

地
の
適
正
管
理
を
推
進
す
る
た
め
の
法
人
組
織
。

コ
メ
価
格
の
低
下
な
ど
に
よ
り
個
人
経
営
が
困

難
な
状
況
で
、
農
業
離
れ
や
農
地
の
遊
休
化
が

深
刻
化
す
る
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
ま
す
。

　「
久
石
フ
ァ
ー
ム
」の
前
身
で
あ
る「
第
二
駐
在

区
営
農
組
合
」（
以
下
、「
営
農
組
合
」）は
、
昭
和

58
年
の
立
ち
上
げ
か
ら
、
共
同
機
械
利
用
や
農

作
業
受
託
な
ど
の
営
農
活
動
を
行
い
、
地
域
の

農
業
を
守
る
と
共
に
、
風
光
明
媚
な
田
園
風
景

を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
担
い
手
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

で
次
世
代
へ
農
地
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
困
難
な

状
況
の
中
、
平
成
30
年
５
月
に
単
県
事
業
の
農

地
集
積
加
速
化
事
業
の
促
進
地
区
に
指
定
を
受

け
、
６
月
に
事
業
推
進
員
会
を
設
立
。
地
元
農

家
へ
の
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地
元
農

家
の
状
況
を
把
握
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
農
家

が「
営
農
組
合
の
法
人
化
移
行
」の
意
向
を
示
す

回
答
と
な
り
ま
し
た
。
設
立
ま
で
の
話
し
合
い

の
活
動
で
は
、
10
回
の
事
業
推
進
員
会
、
８
回

の
発
起
人
会
議
と
、
先
進
地
研
修
を
実
施
し
十

分
な
検
討
を
重
ね
、
３
回
の
集
落
全
体
説
明
会

を
開
催
。
営
農
組
合
を
、
農
地
の
利
用
権
設
定

が
で
き
る「
農
地
所
有
適
格
法
人
」へ
の
移
行
に

つ
い
て
の
合
意
形
成
に
漕
ぎ
着
け
、「
久
石

フ
ァ
ー
ム
」設
立
に
至
り
ま
し
た
。

　
藤
�
代
表
理
事
は
、「
久
石
フ
ァ
ー
ム
の
組
合

員
間
の
目
標
と
し
て
、
何
事
も
組
合
員
間
で
共

有
し
、
喜
び
や
楽
し
み
を
共
感
す
る
た
め
、
共

に
働
き
、
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
て
、
共
に
創

り
上
げ
る
、「
共
有
」・「
共
感
」・「
共
働
」・「
共
創
」

の「
四
つ
の
共
」を
掲
げ
、組
合
員
で
一
致
団
結
し
、

地
域
農
業
の
発
展
に
向
け
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
挑

戦
し
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
農
業
法
人
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
農
政
課 

農
政
係
　
℡（
６
７
）２
７
０
６

村内2組目の農事組合法人が設立
農事組合法人「久石ファーム」（第二駐在区）

12月18日（火）　設立総会が開催されて発足した農事組合法人「久石ファーム」

挨拶される藤�代表理事

（前回開催時の様子）

（前回開催時の様子）

村の農業を担う新規就農者を募集しています

第2回南阿蘇村「農のしごと」フェア

〈問い合わせ〉南阿蘇村農業研修生受入協議会事務局（農政課 農政係）
◎e-mail：nosei1@vill.minamiaso.lg.jp ◎TEL：0967（67）2706 ◎FAX：0967（67）0115

　現在、南阿蘇村では、転出の増加や、子育て世代の不足による少子高齢化はかなり深刻な問題になっています。
　過疎化が進む中、基幹産業である農業の担い手不足などによって生じる耕作放棄地の増加や景観形成の悪化によ
り、地域の魅力低下につながることも危惧されています。
　そのため、村では、次世代の農業を担う新規就農者を募集しており、南阿蘇村の魅力を知ってもらうため、以下
の2つのイベントを開催します。

　
２
月
16
日（
土
）午
後
２
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
福
岡

県
内
の
蔦
屋
書
店（
予
定
）で
、
第
２
回
南
阿
蘇
村「
農
の
し

ご
と
」フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　
村
外
か
ら
の
新
規
就
農
者
と
な
っ
て
、
地
域
の
中
心
的
担

い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
若
手
農
業
者
の
方
た
ち
と
、

山
コ
ン
の
司
会
で
有
名
な
荒
木
直
美
さ
ん
や
、
農
業
を
専
門

と
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
南
阿
蘇

村
を
定
住
地
と
し
て
選
ん
だ
理
由
や
、
新
天
地
で
新
規
就
農

し
た
こ
と
で
戸
惑
っ
た
こ
と
や
良
か
っ
た
こ
と
等
、
大
変
参

考
に
な
る
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
終
了
後
、
就
農
や
生
産
・
栽
培
・
加
工
等
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
就
農
相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

　
村
で
新
規
就
農
を
希
望
す
る
方
か
ら
、
農
業
に
少
し
で
も

興
味
が
あ
る
方
ま
で
、
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
会
場
の
詳
細
な
ど
が
決
定
し
次
第
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

第2回南阿蘇村新規就農・就業現地研修ツアー
　
３
月
２
日（
土
）に
は
、
村
内
の
農
業
施
設
見
学
や
、
就
農
者

と
の
意
見
交
換
や
親
睦
を
図
る
、
第
2
回
南
阿
蘇
村「
農
の
し
ご

と
」新
規
就
農
・
就
業
現
地
研
修
ツ
ア
ー
を
開
催
予
定
で
す
。

　
今
回
は
、「
南
阿
蘇
村
農
業
研
修
生
受
入
協
議
会
」の
会
長
で

あ
る
大
津
栄
視
さ
ん
の
イ
チ
ゴ
施
設
の
見
学
と
イ
チ
ゴ
収
穫
体

験
を
行
い
、
ま
た
、
研
修
生
受
入
農
家
で
実
績
の
あ
る
藤
�
孝

誠
さ
ん
の
ア
ス
パ
ラ
ハ
ウ
ス
施
設
の
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
元
農
家
と
昼
食
を
交
え
て
の
親
睦
会
な
ど
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ベ
テ
ラ
ン
農
家
師
匠
の
話
を
聞
け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
の
詳
細
が
決
定
し
次
第
、
後
日
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
チ
ラ
シ
、
地
元
新
聞
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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設立総会で承認された7人の理事

　
12
月
18
日
、
農
事
組
合
法
人「
久
石
フ
ァ
ー
ム
」

（
藤
�
孝
誠
代
表
理
事
、
構
成
員
35
人
）が
設
立

総
会
を
開
催
し
、
村
内
で
は
2
組
目
と
な
る
農

事
組
合
法
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
農
事
組
合
法
人
と
は
、
農
業
の
協
業
化
と
農

地
の
適
正
管
理
を
推
進
す
る
た
め
の
法
人
組
織
。

コ
メ
価
格
の
低
下
な
ど
に
よ
り
個
人
経
営
が
困

難
な
状
況
で
、
農
業
離
れ
や
農
地
の
遊
休
化
が

深
刻
化
す
る
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
ま
す
。

　「
久
石
フ
ァ
ー
ム
」の
前
身
で
あ
る「
第
二
駐
在

区
営
農
組
合
」（
以
下
、「
営
農
組
合
」）は
、
昭
和

58
年
の
立
ち
上
げ
か
ら
、
共
同
機
械
利
用
や
農

作
業
受
託
な
ど
の
営
農
活
動
を
行
い
、
地
域
の

農
業
を
守
る
と
共
に
、
風
光
明
媚
な
田
園
風
景

を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
担
い
手
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

で
次
世
代
へ
農
地
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
困
難
な

状
況
の
中
、
平
成
30
年
５
月
に
単
県
事
業
の
農

地
集
積
加
速
化
事
業
の
促
進
地
区
に
指
定
を
受

け
、
６
月
に
事
業
推
進
員
会
を
設
立
。
地
元
農

家
へ
の
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地
元
農

家
の
状
況
を
把
握
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
農
家

が「
営
農
組
合
の
法
人
化
移
行
」の
意
向
を
示
す

回
答
と
な
り
ま
し
た
。
設
立
ま
で
の
話
し
合
い

の
活
動
で
は
、
10
回
の
事
業
推
進
員
会
、
８
回

の
発
起
人
会
議
と
、
先
進
地
研
修
を
実
施
し
十

分
な
検
討
を
重
ね
、
３
回
の
集
落
全
体
説
明
会

を
開
催
。
営
農
組
合
を
、
農
地
の
利
用
権
設
定

が
で
き
る「
農
地
所
有
適
格
法
人
」へ
の
移
行
に

つ
い
て
の
合
意
形
成
に
漕
ぎ
着
け
、「
久
石

フ
ァ
ー
ム
」設
立
に
至
り
ま
し
た
。

　
藤
�
代
表
理
事
は
、「
久
石
フ
ァ
ー
ム
の
組
合

員
間
の
目
標
と
し
て
、
何
事
も
組
合
員
間
で
共

有
し
、
喜
び
や
楽
し
み
を
共
感
す
る
た
め
、
共

に
働
き
、
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
て
、
共
に
創

り
上
げ
る
、「
共
有
」・「
共
感
」・「
共
働
」・「
共
創
」

の「
四
つ
の
共
」を
掲
げ
、組
合
員
で
一
致
団
結
し
、

地
域
農
業
の
発
展
に
向
け
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
挑

戦
し
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
農
業
法
人
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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問
い
合
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せ
〉

　
農
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課 

農
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村内2組目の農事組合法人が設立
農事組合法人「久石ファーム」（第二駐在区）

12月18日（火）　設立総会が開催されて発足した農事組合法人「久石ファーム」

挨拶される藤�代表理事

（前回開催時の様子）

（前回開催時の様子）

村の農業を担う新規就農者を募集しています

第2回南阿蘇村「農のしごと」フェア

〈問い合わせ〉南阿蘇村農業研修生受入協議会事務局（農政課 農政係）
◎e-mail：nosei1@vill.minamiaso.lg.jp ◎TEL：0967（67）2706 ◎FAX：0967（67）0115

　現在、南阿蘇村では、転出の増加や、子育て世代の不足による少子高齢化はかなり深刻な問題になっています。
　過疎化が進む中、基幹産業である農業の担い手不足などによって生じる耕作放棄地の増加や景観形成の悪化によ
り、地域の魅力低下につながることも危惧されています。
　そのため、村では、次世代の農業を担う新規就農者を募集しており、南阿蘇村の魅力を知ってもらうため、以下
の2つのイベントを開催します。

　
２
月
16
日（
土
）午
後
２
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
福
岡

県
内
の
蔦
屋
書
店（
予
定
）で
、
第
２
回
南
阿
蘇
村「
農
の
し

ご
と
」フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　
村
外
か
ら
の
新
規
就
農
者
と
な
っ
て
、
地
域
の
中
心
的
担

い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
若
手
農
業
者
の
方
た
ち
と
、

山
コ
ン
の
司
会
で
有
名
な
荒
木
直
美
さ
ん
や
、
農
業
を
専
門

と
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
南
阿
蘇

村
を
定
住
地
と
し
て
選
ん
だ
理
由
や
、
新
天
地
で
新
規
就
農

し
た
こ
と
で
戸
惑
っ
た
こ
と
や
良
か
っ
た
こ
と
等
、
大
変
参

考
に
な
る
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
終
了
後
、
就
農
や
生
産
・
栽
培
・
加
工
等
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
就
農
相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

　
村
で
新
規
就
農
を
希
望
す
る
方
か
ら
、
農
業
に
少
し
で
も

興
味
が
あ
る
方
ま
で
、
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
会
場
の
詳
細
な
ど
が
決
定
し
次
第
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

第2回南阿蘇村新規就農・就業現地研修ツアー
　
３
月
２
日（
土
）に
は
、
村
内
の
農
業
施
設
見
学
や
、
就
農
者

と
の
意
見
交
換
や
親
睦
を
図
る
、
第
2
回
南
阿
蘇
村「
農
の
し
ご

と
」新
規
就
農
・
就
業
現
地
研
修
ツ
ア
ー
を
開
催
予
定
で
す
。

　
今
回
は
、「
南
阿
蘇
村
農
業
研
修
生
受
入
協
議
会
」の
会
長
で

あ
る
大
津
栄
視
さ
ん
の
イ
チ
ゴ
施
設
の
見
学
と
イ
チ
ゴ
収
穫
体

験
を
行
い
、
ま
た
、
研
修
生
受
入
農
家
で
実
績
の
あ
る
藤
�
孝

誠
さ
ん
の
ア
ス
パ
ラ
ハ
ウ
ス
施
設
の
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
元
農
家
と
昼
食
を
交
え
て
の
親
睦
会
な
ど
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ベ
テ
ラ
ン
農
家
師
匠
の
話
を
聞
け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
の
詳
細
が
決
定
し
次
第
、
後
日
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
チ
ラ
シ
、
地
元
新
聞
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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　南阿蘇村防犯パトロール隊（隊長 藤崎 英廣さん）が、全
国地域安全運動中央大会（主催 全国防犯協会連合会　警察
庁）において、防犯功労団体の表彰を受けられました。これは、
長年にわたり地域安全活動を推進し、防犯意識の普及向上、
安全で安心な地域づくりに貢献されたことに対するもの。
　隊員の皆さんが「青パト」に乗って村内の巡回パトロール
をくまなく行うなどの活動に尽力し、犯罪の防止に努めて
こられた結果が、今回の表彰に繋がりました。

地域の安全と安心を守る活躍
南阿蘇村防犯パトロール隊防犯功労団体表彰

〈問い合わせ〉政策企画課 企画係　℡（67）2230

「きらめく地域づくり支援事業補助金」交付事業決定
　平成30年度の交付申請は、地域活力推進事業12団体、地域活動継承事業4団体でした。審査委員会では、それ
ぞれの団体が事業説明を行い、審査員（学識経験者など8人で構成）から事業内容に対して、「周知方法をもっと団体
内で協議したほうがよい」、「事業単価が高いのでは？」、「村民をもっと巻き込んだ取組みを実施しては」といった意
見や質問がありました。
　村では審査委員会からの答申を踏まえ、下記のとおり事業承認および交付決定しましたので報告します。

　新規事業の審査委員会は、例年2月、7月、11月に開催していましたが、来年度からは年1回の5月に変
更します。新規事業申請を考えられている団体は村ホームページにある様式をダウンロードし、事業承認申
請書を4月末日までに提出してください。
　申請書の書き方など、詳細は、政策企画課 企画係にお問い合わせください。

【新規申請について】

平成30年度補助金交付決定事業一覧

906,000

1,000,000

1,000,000

1,000,000

1,000,000

640,000

840,000

900,000

900,000

800,000

800,000

140,000

490,000

500,000

500,000

500,000

Ua Nani Asosan実行委員会

ASO モノづくりネットワーク

南阿蘇ラブチェアー実行委員会

ことあそ編集部

GIAHSライフ阿蘇

南阿蘇インバウンド協会

青葉の季節のアートフェスタ実行委員会

あそ望の郷夏祭り実行委員会

南阿蘇大復興祭実行委員会

下田区夏祭り実行委員会

吉田一区

南阿蘇イルミネーション実行委員会

両併青壮年部

白川活性実行委員会

南阿蘇えほんのくにみなみあそっこ
スマイル事業実行委員会
南阿蘇村観光振興プロジェクト
交流協議会

南阿蘇えほんのくに「みなみあそっこスマイル事業」

復興イベント「The Day Project Meeting in 南阿蘇村」

ASO モノづくりネットワークの構築

南阿蘇ラブチェアー 前に進むには愛が必要だ

「ことあそあそのこ」第5号の発行

タネのチカラ～タネや苗木を次世代に繋ぐ努力を今～

インバウンド事業・FIT8倍増事業

青葉の季節のアートフェスタ

あそ望の郷夏祭り

南阿蘇大復興祭

下田区夏祭り

鎮火祭

南阿蘇村スターライトイルミネーション

両併夏祭り

南阿蘇白川水源駅祭

古典フラUa Nani Asoasan（美しい阿蘇山）
が繋ぐ阿蘇とハワイ

新規
（2月審査分）

新規
（7月審査分）

2年目

2年目

2年目

2年目

3年目

3年目

3年目

2年目

2年目

2年目

2年目

補助対象
事業名

地域活力
推進事業

地域活動
継承事業

申請事業名 申請団体 交付決定額
（円） 備考

栃原団長を先頭に分列行進

　
南
阿
蘇
村
消
防
団
出
初
式
が
、

１
月
13
日
、
白
水
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
４
１
人

の
消
防
団
員
と
、
27
人
の
南
阿

蘇
中
学
校
少
年
消
防
隊
が
引
き

締
ま
っ
た
表
情
で
分
列
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
熊
本
県
知
事
定
例

表
彰
な
ど
各
表
彰
授
与
が
行
わ

れ
、
栃
原
団
長
が
、「
昨
年
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
全
国
的
に
も

各
地
で
地
震
や
台
風
、
豪
雨
な

ど
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て

お
り
、
熊
本
県
で
も
１
月
３
日

に
最
大
震
度
６
弱
、
南
阿
蘇
村

で
は
震
度
３
を
観
測
す
る
な
ど
、

油
断
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。『
い
つ
』、『
ど
こ
で
』、『
ど
の

よ
う
な
形
で
』災
害
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
状
況
の
な
か
、
私

た
ち
消
防
団
員
は
重
要
な
役
目

を
担
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
対
応
す
る
力
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
全

団
員
が
い
ざ
と
い
う
時
に
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か

ら
の
訓
練
に
も
力
を
注
ぐ
所
存

で
あ
り
ま
す
」と
訓
示
を
述
べ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
少
年
消
防
隊
お
よ

び
分
団
ご
と
に
通
常
点
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

南
阿
蘇
村
消
防
団
出
初
式

平
成
31
年

通常点検結果
優　勝　　機動分団
準優勝　　第４分団

（一関一・一関二・中松一）
第３位　　女性分団

服装や規律を点検する通
常点検（❶南阿蘇中学校
少年消防隊、❷第４分団、
❸女性分団）❹優勝した
機動分団

❶

❷

❸❹
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　南阿蘇村防犯パトロール隊（隊長 藤崎 英廣さん）が、全
国地域安全運動中央大会（主催 全国防犯協会連合会　警察
庁）において、防犯功労団体の表彰を受けられました。これは、
長年にわたり地域安全活動を推進し、防犯意識の普及向上、
安全で安心な地域づくりに貢献されたことに対するもの。
　隊員の皆さんが「青パト」に乗って村内の巡回パトロール
をくまなく行うなどの活動に尽力し、犯罪の防止に努めて
こられた結果が、今回の表彰に繋がりました。

地域の安全と安心を守る活躍
南阿蘇村防犯パトロール隊防犯功労団体表彰

〈問い合わせ〉政策企画課 企画係　℡（67）2230

「きらめく地域づくり支援事業補助金」交付事業決定
　平成30年度の交付申請は、地域活力推進事業12団体、地域活動継承事業4団体でした。審査委員会では、それ
ぞれの団体が事業説明を行い、審査員（学識経験者など8人で構成）から事業内容に対して、「周知方法をもっと団体
内で協議したほうがよい」、「事業単価が高いのでは？」、「村民をもっと巻き込んだ取組みを実施しては」といった意
見や質問がありました。
　村では審査委員会からの答申を踏まえ、下記のとおり事業承認および交付決定しましたので報告します。

　新規事業の審査委員会は、例年2月、7月、11月に開催していましたが、来年度からは年1回の5月に変
更します。新規事業申請を考えられている団体は村ホームページにある様式をダウンロードし、事業承認申
請書を4月末日までに提出してください。
　申請書の書き方など、詳細は、政策企画課 企画係にお問い合わせください。

【新規申請について】
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　第39回阿蘇市町村対抗駅伝大会が熊本地震後初めて開催され、
本村からは3チームが出場しました。
　大会は、阿蘇市農村公園あぴかを周回コースとし7区間19㎞の
コースで、南阿蘇村、阿蘇市（3チーム）、西原村、高森町、南小国
町の全9チームが出場。本村はAチーム3位、Bチーム6位、Cチー
ム9位という結果となり、Bチーム4区を走った信愛女学院1年の甲
斐紗冬菜さん（中松二）が区間賞を獲得するなど、日頃の練習の成果
を発揮するとともに、参加することの意義を考えながら、次に繋が
る大会となりました。上位3位までの結果は以下のとおりです。
1位 阿蘇市A（59分51秒）　2位 阿蘇市B（1時間4分2秒）
3位 南阿蘇村A（1時間5分）

駅伝大会に出場した南阿蘇村チームの皆さん

みんなの力で繋いだ走り
第39回阿蘇郡市町村対抗駅伝大会

12
9

　厚生労働省が実施する「介護予防・高齢者生活支援分
野」を対象とした表彰「第7回 健康寿命をのばそう！ア
ワード」において、株式会社 南阿蘇ケアサービス（久石）
が企業部門優良賞を受賞されました。
　同社は平成28年11月から、管理栄養士のもとで作ら
れた弁当を宅配し、利用者の安否確認・見守りを行う総
合的な生活支援の取り組みや、地域住民・高齢者の交流
の場づくりなどを実施してこられ、今回の表彰が決定し
ました。

表彰を受けた株式会社 南阿蘇ケアサービスの荒牧律子代表取締役
（左）と、吉良村長（右）

心身の健康・生活支援の取り組みで受賞
優良賞受賞　株式会社 南阿蘇ケアサービス

12
3

ゆかりの地に顕彰の像を
宮川宗徳氏顕彰祭および胸像除幕式

12
12

村の税務課職員の講義に耳を傾ける生徒たち

生徒一人ひとりがそれぞれに考えて積極的に意見を交わした
グループワーク

　12月18日・19日、「阿蘇地区租税教室推進協議会」が
行う租税教育の一環として、南阿蘇中学校で3年生88
人を対象とした租税教室が行われました。この教室は、
将来を担う生徒たちに、国・地方公共団体の財源となる

「税」について、その役割と意義を正しく理解し、「税」が
生活の中でどのような物やサービスに使われ、役に立っ
ているか理解を深めるために、村が主催したもの。
　学習の中では、税が身の回りでどのように使われてい
るか講義を行ったほか、税の公平な負担方法について考
えるグループワークを行いました。
　講義を受けた生徒からは、「今まで“税金”というと、
自分には関係ないと思っていたが、身近なこととして考
えることができたので良かった」、「税は私たちの学校生
活にも欠かせないもので、学校やスクールバスなどに税
が使われていることを知れてよかった」、「将来税を納め
る立場になると思うので、みんなが平等に納めていると
いうことを覚えておきたいです」といった意見が出てい
ました。

社会の中で公平な税とは
南阿蘇中学校 租税教室

12
18・19

除幕を行う神社庁関係者（左）と宮川氏の胸像（右）

　12月22日、南阿蘇鉄道の復興イベントとして、「-6th 
STAGE- 南阿蘇鉄道復活祭」が開催されました。
　会場では、南阿蘇の美味しい食べ物のマルシェやミニ
SLの運行があり、ステージでは、元祖鉄道アイドルの豊
岡真澄さんやブラザートムさんによるトークライブなど
が行われ、子どもから大人まで楽しみました。また、今
しかできない貴重な体験として、中松駅から白水高原駅
までの運休区間を歩く「復興限定レールウォーク」も開催。
定員いっぱいの50人が参加し、レールからの南郷谷の
景色や南阿蘇ガイドクラブによる案内を楽しみました。
参加者には、駅でぜんざいがふるまわれました。

　日本の神社存続に尽力して神社本庁を立ち上げ、初代
事務総長となった、村東下田地区出身の宮川宗徳氏

（1886-1963）の胸像が、下田西宮神社（東下田）の境内
に設置されました。
　胸像は、地元関係者でつくる宮川宗徳顕彰会（櫔�威
壽会長）と、熊本県神社本庁によって制作されたもの。
除幕式には、神社庁関係者や村関係者、地元住民など約
80人が出席しました。
　胸像制作に携わった顕彰会の渡邉孝德さん（東下田）は、

「宮川先生の功績を、地元はもちろん、広くたくさんの
人に知ってもらいたい」と話されていました。

土づくりの重要性を学ぶ
農業者向け第1回「土づくり講習会」

12
10

熱心に講演を聴く参加者たち

　安定して品質の良い野菜を継続して収穫するために欠
かせない土づくりの重要性を学ぶ講習会が、12月10日、
役場大会議室で実施されました。講習会は本村認定農業
者の会と農業委員会の共催で、村内の認定農業者、農業
委員、新規就農者など60人が参加。
　阿蘇地域振興局 農林部 農業普及・振興課の今山輝之
さんを講師に招き、基礎となる土壌の構造や分析方法、
肥料の働きや使い方まで幅広く詳細に説明を受けました。
　第2回の講習は2月12日（火）開催予定。詳細は村の
ホームページなどでお知らせします。

〈問い合わせ〉農政課 農政係　℡（67）2706

南阿蘇鉄道の復興イベント
-6th STAGE- 南阿蘇鉄道復活祭

12
22

ガイドクラブの案内を受けながらレールを歩く参加者

　1月4日、デイサービスセンター陽ノ丘荘（運営：社会福
祉法人 順和会）で、津軽三味線日本一の演奏者、本田浩平
さんによる演奏会が行われました。
　熊本市出身の本田さんは、テレビで演奏を見て憧れたこ
とをきっかけに14歳から津軽三味線を弾き始め、昨年の第
21回津軽三味線コンクール全国大会で優勝した腕前。本田
さんの母方のご実家が本村下野地区で幼い頃はよく遊びに
来ていた縁もあり、今回の訪問演奏会が実現したそうです。
　「津軽じょんがら節」など5曲が披露され、軽快な演奏に
観客の皆さんは曲の最中からたくさんの拍手を送っていま
した。

日本一の音色　軽快に
本田浩平さん津軽三味線演奏会

1
4

見事な演奏の本田浩平さんと聴き入る施設利用者の皆さん

Hot News 南 阿 蘇 村 の 話 題
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行う租税教育の一環として、南阿蘇中学校で3年生88
人を対象とした租税教室が行われました。この教室は、
将来を担う生徒たちに、国・地方公共団体の財源となる

「税」について、その役割と意義を正しく理解し、「税」が
生活の中でどのような物やサービスに使われ、役に立っ
ているか理解を深めるために、村が主催したもの。
　学習の中では、税が身の回りでどのように使われてい
るか講義を行ったほか、税の公平な負担方法について考
えるグループワークを行いました。
　講義を受けた生徒からは、「今まで“税金”というと、
自分には関係ないと思っていたが、身近なこととして考
えることができたので良かった」、「税は私たちの学校生
活にも欠かせないもので、学校やスクールバスなどに税
が使われていることを知れてよかった」、「将来税を納め
る立場になると思うので、みんなが平等に納めていると
いうことを覚えておきたいです」といった意見が出てい
ました。

社会の中で公平な税とは
南阿蘇中学校 租税教室

12
18・19

除幕を行う神社庁関係者（左）と宮川氏の胸像（右）

　12月22日、南阿蘇鉄道の復興イベントとして、「-6th 
STAGE- 南阿蘇鉄道復活祭」が開催されました。
　会場では、南阿蘇の美味しい食べ物のマルシェやミニ
SLの運行があり、ステージでは、元祖鉄道アイドルの豊
岡真澄さんやブラザートムさんによるトークライブなど
が行われ、子どもから大人まで楽しみました。また、今
しかできない貴重な体験として、中松駅から白水高原駅
までの運休区間を歩く「復興限定レールウォーク」も開催。
定員いっぱいの50人が参加し、レールからの南郷谷の
景色や南阿蘇ガイドクラブによる案内を楽しみました。
参加者には、駅でぜんざいがふるまわれました。

　日本の神社存続に尽力して神社本庁を立ち上げ、初代
事務総長となった、村東下田地区出身の宮川宗徳氏

（1886-1963）の胸像が、下田西宮神社（東下田）の境内
に設置されました。
　胸像は、地元関係者でつくる宮川宗徳顕彰会（櫔�威
壽会長）と、熊本県神社本庁によって制作されたもの。
除幕式には、神社庁関係者や村関係者、地元住民など約
80人が出席しました。
　胸像制作に携わった顕彰会の渡邉孝德さん（東下田）は、

「宮川先生の功績を、地元はもちろん、広くたくさんの
人に知ってもらいたい」と話されていました。

土づくりの重要性を学ぶ
農業者向け第1回「土づくり講習会」

12
10

熱心に講演を聴く参加者たち

　安定して品質の良い野菜を継続して収穫するために欠
かせない土づくりの重要性を学ぶ講習会が、12月10日、
役場大会議室で実施されました。講習会は本村認定農業
者の会と農業委員会の共催で、村内の認定農業者、農業
委員、新規就農者など60人が参加。
　阿蘇地域振興局 農林部 農業普及・振興課の今山輝之
さんを講師に招き、基礎となる土壌の構造や分析方法、
肥料の働きや使い方まで幅広く詳細に説明を受けました。
　第2回の講習は2月12日（火）開催予定。詳細は村の
ホームページなどでお知らせします。

〈問い合わせ〉農政課 農政係　℡（67）2706

南阿蘇鉄道の復興イベント
-6th STAGE- 南阿蘇鉄道復活祭

12
22

ガイドクラブの案内を受けながらレールを歩く参加者

　1月4日、デイサービスセンター陽ノ丘荘（運営：社会福
祉法人 順和会）で、津軽三味線日本一の演奏者、本田浩平
さんによる演奏会が行われました。
　熊本市出身の本田さんは、テレビで演奏を見て憧れたこ
とをきっかけに14歳から津軽三味線を弾き始め、昨年の第
21回津軽三味線コンクール全国大会で優勝した腕前。本田
さんの母方のご実家が本村下野地区で幼い頃はよく遊びに
来ていた縁もあり、今回の訪問演奏会が実現したそうです。
　「津軽じょんがら節」など5曲が披露され、軽快な演奏に
観客の皆さんは曲の最中からたくさんの拍手を送っていま
した。

日本一の音色　軽快に
本田浩平さん津軽三味線演奏会

1
4

見事な演奏の本田浩平さんと聴き入る施設利用者の皆さん

Hot News 南 阿 蘇 村 の 話 題
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国民健康保険からのお知らせ
〈問い合わせ〉健康推進課  医療保険係国保担当 ℡（67）2704

村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

総
務
課 

人
権
政
策
係

No.154

　
こ
れ
ま
で「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」、

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」の
2
つ

の
法
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
3
つ
目
の「
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
に
関
す
る
法
律
」（
以
下

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」と
い
う
）に
つ

い
て
、
お
伝
え
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
3
つ
の
法
は
い
ず
れ
も
平

成
28
年
に
施
行
さ
れ
て
お
り
、
人
権
三

法
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
障
害
者
差
別
解
消
法
が
で
き
た

　
背
景
に
つ
い
て

　
平
成
18
年
12
月
の
国
連
総
合
本
会
議

で
採
択
さ
れ
た「
障
害
者
の
権
利
に
関

す
る
条
約
」は
、
平
成
20
年
５
月
に
発

効
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
約
は
、
障
害

者
へ
の
差
別
禁
止
や
障
害
者
の
尊
厳
と

権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た

国
際
人
権
法
に
基
づ
く
人
権
条
約
で
あ

り
、
平
成
25
年
８
月
現
在
で
、
す
で
に

世
界
１
３
３
カ
国
が
批
准
し
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
、
平
成
19
年
９
月
に
同
条
約

に
署
名
し
、
平
成
21
年
12
月
に
は
、
同

条
約
の
締
結
に
必
要
な
国
内
法
の
整
備

を
は
じ
め
と
す
る
障
害
者
制
度
の
集
中

的
な
改
革
を
行
う
た
め
に
、内
閣
に「
障

が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
」（
以
下

「
推
進
会
議
」）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
推
進
会
議
で
は
、
平
成
22
年
１
月
か

ら
計
14
回
に
わ
た
り
議
論
が
行
わ
れ
、

そ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
政
府
で
は
、
同

年
６
月
29
日
に「
障
害
者
制
度
改
革
の

推
進
の
た
め
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い

て
」を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。こ
の
中
で
、

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
な

ど
を
検
討
し
、
平
成
25
年
の
通
常
国
会

へ
の
法
案
提
出
を
め
ざ
す
こ
と
と
さ
れ

た
動
き
を
受
け
、
新
し
い
法
制
の
制
定

に
向
け
た
検
討
を
効
果
的
に
行
う
た
め

に
、
平
成
22
年
11
月
か
ら
は
推
進
会
議

の
下
で「
差
別
禁
止
部
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
差
別
禁
止
部
会
で
は
、「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
法

制
」（
以
下「
差
別
禁
止
法
」と
い
う
）の

制
定
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

諸
外
国
の
法
制
度
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
始
ま
り
、
差
別
禁
止
法
の
必
要

性
、
差
別
の
捉
え
方
や
そ
の
類
型
と

い
っ
た
総
論
的
な
議
論
を
踏
ま
え
、
雇

用
・
就
労
・
司
法
手
続
、
選
挙
、
公
共

施
設
お
よ
び
交
通
施
設
の
利
用
、
情
報
、

教
育
、
日
常
生
活
、
医
療
の
各
分
野
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
、
平
成
24
年
3
月
に

は
論
点
の
中
間
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、欠
格
事
由
、

障
害
女
性
な
ど
の
残
さ
れ
た
課
題
や
差

別
を
受
け
た
場
合
の
紛
争
解
決
の
仕
組

み
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
同

６
月
か
ら
は
部
会
の
意
見
の
取
り
ま
と

め
に
向
け
た
議
論
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
年
７
月
に
は
、「
障
害
者

基
本
法
」の
改
正
に
基
づ
き
、
推
進
会

議
の
機
能
を
発
展
的
に
引
き
継
ぐ
も
の

と
し
て
障
害
者
政
策
委
員
会（
以
下「
政

策
委
員
会
」と
い
う
）が
発
足
し
た
こ

と
か
ら
、
差
別
禁
止
法
の
あ
り
方
の
検

討
の
場
も
推
進
会
議
か
ら
政
策
委
員
会

へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
政
策
委
員
会
の
下
に
新
た
に
設
置
さ

れ
た
差
別
禁
止
部
会
で
は
、
推
進
会
議

の
下
で
開
催
さ
れ
て
き
た
差
別
禁
止
部

会
に
お
け
る
21
回
に
わ
た
る
議
論
も
踏

ま
え
て
、
同
年
７
月
か
ら
４
回
の
議
論

を
行
い
、
同
年
９
月
14
日
に
差
別
禁
止

部
会
と
し
て
の
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
、政
府
で
は「
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
案
」を
作
成
し
、
同
法

案
は
平
成
25
年
４
月
26
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
、
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
両
院
で
可
決
さ
れ
６
月
26
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

※
来
月
も
障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い

て
、
お
伝
え
し
ま
す
。

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回も、「障害者差別解消法」についてお伝えします。

インフルエンザを予防しましょう
　インフルエンザは、インフルエンザウイルスが感染することによって発症します。突然の発熱や全身の倦怠感
が特徴で、症状が激しく重症化しやすいので普通の風邪とは区別しなければなりません。ウイルスは非常に小さ
く目に見えませんが、ちょっとした注意で感染を防いだり、感染の拡大を抑えることができます。次のポイント
を守ってウイルスを撃退しましょう。

　感染を広げないためには、ウイルスを含んだ咳やくしゃみのしぶきを撒き散らさないようにしましょう。

●咳・くしゃみの際はティッシュ
などで口と鼻を押さえ、他の人
から顔をそむけ１～２メートル
以上離れる。

●鼻汁・痰などを含
んだティッシュは、
すぐにゴミ箱に捨
てる。

●熱や咳・くしゃみ
などの症状のある
人にはマスクをつ
けてもらう。

　ウイルスの飛散を防
ぐのに有効なのは「不織
布製」マスクです。
※不織布とは、繊維を
織らずに絡み合わせ
た布のこと。ほつれず、
弾力性に富む。

①ウイルスを撒き散らさない

たん

ふ

ふ

しょく

　受話器やドアノブ、お金、電車のつり革など、
ウイルスはさまざまなものに付着しています。
それらに触れた手で目や口にさわると感染しま
す（接触感染）。外出から戻ったらまず手洗いを。
トイレの後、食事の前も忘れずに。

②ウイルスを洗い流す

　インフルエンザは免疫力が弱っていると感染しやすくなり、感染する
と症状が重くなるおそれがあります。普段から、十分な睡眠とバランス
のよい食事を心がけ免疫力を高めておきましょう。また、空気が乾燥す
ると、のどの粘膜の防御機能が低下します。乾燥しやすい室内では加湿
器などを使って、適切な湿度（50％～60％）を保つことも効果的です。

③ウイルスを寄せ付けない

〈手洗い〉

●せっけんを泡立て、
手のひらどうしをよ
くこすり合わせる

❶

●両手の甲をこす
り洗いする

❷

●指先、爪の間も
念入りに

❸

●両指の股をこす
り合わせ、指の
間を洗う

❹

●忘れがちな親指
も付け根から指
先まで念入りに

❺

●手首も忘れずに

❻

ワンポイント

　速乾性擦式アルコール製剤（60～
80％）も併せて使うと、ウイルスは
死滅します。アルコールが揮発する
まで、しっかり両手を擦り合わせて
ください。

さっ しき

き はつ

ワンポイント
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踏
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６
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会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
差
別
禁
止
部
会
で
は
、「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
法

制
」（
以
下「
差
別
禁
止
法
」と
い
う
）の

制
定
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

諸
外
国
の
法
制
度
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
始
ま
り
、
差
別
禁
止
法
の
必
要

性
、
差
別
の
捉
え
方
や
そ
の
類
型
と

い
っ
た
総
論
的
な
議
論
を
踏
ま
え
、
雇

用
・
就
労
・
司
法
手
続
、
選
挙
、
公
共

施
設
お
よ
び
交
通
施
設
の
利
用
、
情
報
、

教
育
、
日
常
生
活
、
医
療
の
各
分
野
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
、
平
成
24
年
3
月
に

は
論
点
の
中
間
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、欠
格
事
由
、

障
害
女
性
な
ど
の
残
さ
れ
た
課
題
や
差

別
を
受
け
た
場
合
の
紛
争
解
決
の
仕
組

み
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
同

６
月
か
ら
は
部
会
の
意
見
の
取
り
ま
と

め
に
向
け
た
議
論
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
年
７
月
に
は
、「
障
害
者

基
本
法
」の
改
正
に
基
づ
き
、
推
進
会

議
の
機
能
を
発
展
的
に
引
き
継
ぐ
も
の

と
し
て
障
害
者
政
策
委
員
会（
以
下「
政

策
委
員
会
」と
い
う
）が
発
足
し
た
こ

と
か
ら
、
差
別
禁
止
法
の
あ
り
方
の
検

討
の
場
も
推
進
会
議
か
ら
政
策
委
員
会

へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
政
策
委
員
会
の
下
に
新
た
に
設
置
さ

れ
た
差
別
禁
止
部
会
で
は
、
推
進
会
議

の
下
で
開
催
さ
れ
て
き
た
差
別
禁
止
部

会
に
お
け
る
21
回
に
わ
た
る
議
論
も
踏

ま
え
て
、
同
年
７
月
か
ら
４
回
の
議
論

を
行
い
、
同
年
９
月
14
日
に
差
別
禁
止

部
会
と
し
て
の
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
、政
府
で
は「
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
案
」を
作
成
し
、
同
法

案
は
平
成
25
年
４
月
26
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
、
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
両
院
で
可
決
さ
れ
６
月
26
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

※
来
月
も
障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い

て
、
お
伝
え
し
ま
す
。

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回も、「障害者差別解消法」についてお伝えします。

インフルエンザを予防しましょう
　インフルエンザは、インフルエンザウイルスが感染することによって発症します。突然の発熱や全身の倦怠感
が特徴で、症状が激しく重症化しやすいので普通の風邪とは区別しなければなりません。ウイルスは非常に小さ
く目に見えませんが、ちょっとした注意で感染を防いだり、感染の拡大を抑えることができます。次のポイント
を守ってウイルスを撃退しましょう。

　感染を広げないためには、ウイルスを含んだ咳やくしゃみのしぶきを撒き散らさないようにしましょう。

●咳・くしゃみの際はティッシュ
などで口と鼻を押さえ、他の人
から顔をそむけ１～２メートル
以上離れる。

●鼻汁・痰などを含
んだティッシュは、
すぐにゴミ箱に捨
てる。

●熱や咳・くしゃみ
などの症状のある
人にはマスクをつ
けてもらう。

　ウイルスの飛散を防
ぐのに有効なのは「不織
布製」マスクです。
※不織布とは、繊維を
織らずに絡み合わせ
た布のこと。ほつれず、
弾力性に富む。

①ウイルスを撒き散らさない

たん

ふ

ふ

しょく

　受話器やドアノブ、お金、電車のつり革など、
ウイルスはさまざまなものに付着しています。
それらに触れた手で目や口にさわると感染しま
す（接触感染）。外出から戻ったらまず手洗いを。
トイレの後、食事の前も忘れずに。

②ウイルスを洗い流す

　インフルエンザは免疫力が弱っていると感染しやすくなり、感染する
と症状が重くなるおそれがあります。普段から、十分な睡眠とバランス
のよい食事を心がけ免疫力を高めておきましょう。また、空気が乾燥す
ると、のどの粘膜の防御機能が低下します。乾燥しやすい室内では加湿
器などを使って、適切な湿度（50％～60％）を保つことも効果的です。

③ウイルスを寄せ付けない

〈手洗い〉

●せっけんを泡立て、
手のひらどうしをよ
くこすり合わせる

❶

●両手の甲をこす
り洗いする

❷

●指先、爪の間も
念入りに

❸

●両指の股をこす
り合わせ、指の
間を洗う

❹

●忘れがちな親指
も付け根から指
先まで念入りに

❺

●手首も忘れずに

❻

ワンポイント

　速乾性擦式アルコール製剤（60～
80％）も併せて使うと、ウイルスは
死滅します。アルコールが揮発する
まで、しっかり両手を擦り合わせて
ください。

さっ しき

き はつ

ワンポイント
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南阿蘇消費者相談室
℡（67）2244

相談日　火曜・木曜日
午前10時～午後３時

旧久木野庁舎
※巡回相談日を除く

高森町消費者相談室
℡0967（62）1111

相談日　月曜・水曜・金曜日
午前９時～午後４時

【お問い合わせ】

　
旧
久
木
野
庁
舎
３
階
で
、
平
成
22
年

８
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
に
開

設
さ
れ
て
い
る
南
阿
蘇
消
費
者
相
談
室

も
、
今
年
で
９
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
か
ら
は
高
森
町
の
消
費
者

相
談
室
と
も
連
携
し
、
南
阿
蘇
消
費
者

相
談
室
が
開
い
て
い
な
い
、毎
週
月
曜
日
、

水
曜
日
、
金
曜
日
は
、
高
森
町
の
相
談

室
を
南
阿
蘇
村
の
方
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
消
費
者
相
談
と
い
う
と
、
何
か
、

堅
苦
し
く
聞
こ
え
ま
す
よ
ね
？
　
き
っ

と
、「
一
体
、
何
の
相
談
に
乗
っ
て
も
ら

う
と
こ
ろ
な
の
か
？
」と
思
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
消
費
者
相
談
と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、

生
活
全
般
す
べ
て
に
関
す
る
こ
と
な
の

で
す
。

　
私
た
ち
は
生
活
の
中
で
、
無
意
識
の

う
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
を
し
て
い
ま

す
。
電
車
に
乗
る
こ
と
、
ネ
ッ
ト
通
販

を
利
用
す
る
こ
と
、
美
容
院
で
髪
を
切

る
こ
と
、こ
れ
ら
す
べ
て
が「
契
約
」で
す
。

消
費
者
と
事
業
者
間
で
双
方
に
納
得
し

た
上
で
の
契
約
で
あ
れ
ば
、
何
の
問
題

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、

悪
質
商
法
と
呼
ば
れ
る
、
事
業
者
に
問

題
が
あ
る
詐
欺
的
な
手
口
が
巧
妙
化
し
、

爆
発
的
に
増
え
て
い
ま
す
。
悪
質
商
法

は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
消
費
者

が
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け

る
し
か
方
法
が
な
い
の
で
す
。

　
南
阿
蘇
消
費
者
相
談
で
は
、
未
然
に

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
啓
発

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的

に
仮
設
住
宅
の
集
会
場（
み
ん
な
の
家
）

を
訪
問
し
、
情
報
提
供
を
し
た
り
、
民

生
委
員
さ
ん
、
区
長
さ
ん
を
通
し
て
地

区
ご
と
の
老
人
会
な
ど
の
会
合
に
お
邪

魔
し
て
、
啓
発
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
ど
う
ぞ
、
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

■
レ
ジ
対
策
補
助
金
の
拡
充

に
つ
い
て

　
現
在
公
募
中
と
な
っ
て
い
る「
軽
減
税

率
対
策
補
助
金
」に
つ
い
て
、
軽
減
税
率

制
度
の
実
施
に
向
け
た
事
業
者
の
準
備
の

加
速
化
を
支
援
す
る
た
め
制
度
が
拡
充
さ

れ
ま
す
。

■
制
度
拡
充
の
概
要

（
１
）補
助
対
象
の
拡
大

①
従
来
は
補
助
対
象
外
と
し
て
い
た
事
業

者
間
取
引
に
お
け
る
請
求
書
な
ど
の
作

成
に
係
る
対
応（「
区
分
記
載
請
求
書
等

保
存
方
式
」）に
つ
い
て
、
こ
れ
に
対
応

す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
改
修
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
製
品
・
事
務
機
器
な
ど
の
導
入

に
係
る
費
用
を
補
助
対
象
と
す
る
。

②
こ
れ
ま
で
レ
ジ
の
設
置
と
同
時
に
行
わ

れ
る
商
品
情
報（
商
品
マ
ス
タ
）の
登
録

に
係
る
費
用
を
補
助
対
象
と
し
て
き
た

が
、
レ
ジ
設
置
時
と
は
別
に
行
う
場
合

も
補
助
対
象
と
す
る
。

③
複
数
税
率
に
対
応
す
る「
券
売
機
」に
つ

い
て
も
、
補
助
の
対
象
と
す
る
。

（
２
）補
助
率
の
引
き
上
げ

①
レ
ジ
の
設
置
・
改
修
、
受
発
注
シ
ス
テ

ム
の
改
修
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
補
助

率
を
、「
３
分
の
２
以
内
」か
ら
、原
則「
４

の
３
以
内
」に
引
き
上
げ
る
。

　
併
せ
て
、
３
万
円
未
満
の
レ
ジ
を
１
台

の
み
導
入
す
る
場
合
の
補
助
率
を「
４

分
の
３
以
内
」か
ら「
５
分
の
４
以
内
」

に
引
き
上
げ
る
。

（
３
）補
助
対
象
事
業
者
の
取
扱
い

①
事
業
者
が
営
む
事
業
に
関
連
す
る
規
制

に
よ
り
、
補
助
対
象
外
と
な
っ
て
い
た

旅
館
・
ホ
テ
ル
等
の
一
部
の
事
業
者
に

係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
、
広
く
補
助
対

象
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
制
度
の

運
用
改
善
を
行
う
。

　
詳
し
く
は
、
中
小
企
業
庁
、
軽
減
税
率

対
策
補
助
金
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
い
た
だ
く
か
、
商
工
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
家
庭
用
廃
油
回
収
の
受
付

に
つ
い
て

　
毎
月
、
第
3
水
曜
日
に
回
収
を
行
っ
て

お
り
ま
す
家
庭
用
廃
油
の
回
収
受
付
場
所

に
つ
き
ま
し
て
、
長
陽
支
所
の
一
時
閉
所

に
伴
い
、
白
水
本
所
、
久
木
野
支
所
の
２

カ
所
で
の
回
収
受
付
と
な
り
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す（
な
お
、
事
業
用
の

廃
油
回
収
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）。

■
提
出
窓
口

　
総
務
課 

財
務
係

■
受
付
期
間

3
月
1
日（
金
）〜 

31
日（
日
）

※
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・

祝
日
を
除
く

※
郵
送
の
場
合
は
3
月
31
日

の
消
印
有
効

■
申
請
対
象
者

①
建
設
工
事

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等

③
物
品
製
造
等（
役
務
の
提

供
等
を
含
む
）

※
県
内
外
に
主
た
る
事
業
所

を
有
す
る
者

■
有
効
期
間

2
0
1
9
年
4
月
1
日
〜

2
0
2
1
年
3
月
31
日

■
提
出
方
法

　
持
参
・
郵
送
い
ず
れ
も
可

■
提
出
書
類

•
証
明
書

　
平
成
31
年
1
月
1
日
以
降
に

発
行
し
た
も
の

▼
書
類
の
様
式

　
中
央
公
共
工
事
契
約
制
度
運

用
連
絡
協
議
会
の
統
一
様
式

に
基
づ
く

▼
提
出
部
数

　
Ａ
４
判
に
統
一
し
、
提
出
書

類
の
番
号
順
に
フ
ァ
イ
ル
綴

じ
、
表
紙
お
よ
び
背
表
紙
に

商
号
ま
た
は
名
称
を
記
載
す

る
こ
と
。

▼
フ
ァ
イ
ル
の
色

①
建
設
工
事：青
色（
薄
青
色
）

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
：
黄
色（
薄
黄
色
）

③
物
品
製
造
等（
役
務
の
提

供
等
を
含
む
）：
赤
色（
薄

赤
色
）

【
入
札
物
件
】

■
入
札
に
付
す
る
事
項

①
所
在

　
大
字
河
陽
字
井
手
ノ
上
5
1
7
5

番
1（
黒
川
村
営
住
宅
跡
地
）

②
地
目
　
宅
地

③
地
積
　
８
７
５
・
５
７
平
方
メ
ー
ト
ル

　（
う
ち
持
分
10
分
の
9
）

④
予
定
価
格

　
２
，
１
０
０
，
０
０
０
円

■
入
札
物
件
の
公
開

現
地
説
明
会
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、

各
自
で
現
地
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
入
札
参
加
申
込
み
】

■
期
日
・
時
間

２
月
４
日（
月
）〜
２
月
20
日（
水
）

ま
で

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で

（
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を

除
く
）

■
提
出
先

　
総
務
課 

財
務
係

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

【
提
出
書
類
】

①「
入
札
参
加
申
込
書
」（
様
式
第
１
号
）

お
よ
び「
誓
約
書
」（
様
式
第
２
号
）

②
添
付
書
類（
発
行
後
一
カ
月
以
内
の

も
の
）

•
個
人
の
場
合

　
住
民
票
、
身
分
証
明
書
、
納
税
証

明
書
、
印
鑑
証
明

•
法
人
の
場
合

　
法
人
登
記
簿
謄
本（
写
し
）、
納
税

証
明
書
、
印
鑑
証
明

※
身
分
証
明
書
：
本
籍
地
の
あ
る
市
町

村
で
発
行
す
る
証
明
書

【
入
札
日
時
お
よ
び
場
所
】

■
日
時

　
2
月
22
日（
金
）午
前
10
時
か
ら

■
場
所

　
役
場 

1
階
東
会
議
室

■
受
付

入
札
開
始
時
刻
10
分
前
ま
で
に
受

付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
入
札
に
必
要
な
書
類
】

①
入
札
書

②
封
筒

③
委
任
状（
様
式
第
4
号
）

※
入
札
申
込
人
以
外
が
参
加
す
る
場
合

④
身
分
証
な
ど（
運
転
免
許
証
、
健
康

保
険
被
保
険
者
証
な
ど
）

詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
総
務
課

窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
総
務
課 

財
務
係

　
℡（
６
７
）１
１
１
１

※
フ
ァ
イ
ル
の
留
め
具
は
、
金

属
類
を
使
用
し
な
い
も
の

※
そ
の
他
　
申
請
書
提
出
後
、

記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
、
す
み
や
か
に
変
更
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉総
務
課 

財
務
係
　
℡（
6
7
）1
1
1
1

2
0
1
9（
平
成
31
）年
度
・
2
0
2
0
年
度

南
阿
蘇
村
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
手
続
き
の

ご
案
内

　
2
0
1
9（
平
成
31
）年
度
・
2
0
2
0
年
度
に
村
に
お
け
る
競
争
入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
業
者
は
、「
南

阿
蘇
村
一
般
競
争（
指
名
競
争
）入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
提
出
要
領
」（
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）に
よ
り
、

必
要
書
類
を
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

村
有
地
の
売
り
払
い
に
つ
い
て
、

一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す
。
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南阿蘇村商工会

Vol.70

南阿蘇消費者相談室
℡（67）2244

相談日　火曜・木曜日
午前10時～午後３時

旧久木野庁舎
※巡回相談日を除く

高森町消費者相談室
℡0967（62）1111

相談日　月曜・水曜・金曜日
午前９時～午後４時

【お問い合わせ】

　
旧
久
木
野
庁
舎
３
階
で
、
平
成
22
年

８
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
に
開

設
さ
れ
て
い
る
南
阿
蘇
消
費
者
相
談
室

も
、
今
年
で
９
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
か
ら
は
高
森
町
の
消
費
者

相
談
室
と
も
連
携
し
、
南
阿
蘇
消
費
者

相
談
室
が
開
い
て
い
な
い
、毎
週
月
曜
日
、

水
曜
日
、
金
曜
日
は
、
高
森
町
の
相
談

室
を
南
阿
蘇
村
の
方
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
消
費
者
相
談
と
い
う
と
、
何
か
、

堅
苦
し
く
聞
こ
え
ま
す
よ
ね
？
　
き
っ

と
、「
一
体
、
何
の
相
談
に
乗
っ
て
も
ら

う
と
こ
ろ
な
の
か
？
」と
思
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
消
費
者
相
談
と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、

生
活
全
般
す
べ
て
に
関
す
る
こ
と
な
の

で
す
。

　
私
た
ち
は
生
活
の
中
で
、
無
意
識
の

う
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
を
し
て
い
ま

す
。
電
車
に
乗
る
こ
と
、
ネ
ッ
ト
通
販

を
利
用
す
る
こ
と
、
美
容
院
で
髪
を
切

る
こ
と
、こ
れ
ら
す
べ
て
が「
契
約
」で
す
。

消
費
者
と
事
業
者
間
で
双
方
に
納
得
し

た
上
で
の
契
約
で
あ
れ
ば
、
何
の
問
題

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、

悪
質
商
法
と
呼
ば
れ
る
、
事
業
者
に
問

題
が
あ
る
詐
欺
的
な
手
口
が
巧
妙
化
し
、

爆
発
的
に
増
え
て
い
ま
す
。
悪
質
商
法

は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
消
費
者

が
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け

る
し
か
方
法
が
な
い
の
で
す
。

　
南
阿
蘇
消
費
者
相
談
で
は
、
未
然
に

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
啓
発

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的

に
仮
設
住
宅
の
集
会
場（
み
ん
な
の
家
）

を
訪
問
し
、
情
報
提
供
を
し
た
り
、
民

生
委
員
さ
ん
、
区
長
さ
ん
を
通
し
て
地

区
ご
と
の
老
人
会
な
ど
の
会
合
に
お
邪

魔
し
て
、
啓
発
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
ど
う
ぞ
、
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

■
レ
ジ
対
策
補
助
金
の
拡
充

に
つ
い
て

　
現
在
公
募
中
と
な
っ
て
い
る「
軽
減
税

率
対
策
補
助
金
」に
つ
い
て
、
軽
減
税
率

制
度
の
実
施
に
向
け
た
事
業
者
の
準
備
の

加
速
化
を
支
援
す
る
た
め
制
度
が
拡
充
さ

れ
ま
す
。

■
制
度
拡
充
の
概
要

（
１
）補
助
対
象
の
拡
大

①
従
来
は
補
助
対
象
外
と
し
て
い
た
事
業

者
間
取
引
に
お
け
る
請
求
書
な
ど
の
作

成
に
係
る
対
応（「
区
分
記
載
請
求
書
等

保
存
方
式
」）に
つ
い
て
、
こ
れ
に
対
応

す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
改
修
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
製
品
・
事
務
機
器
な
ど
の
導
入

に
係
る
費
用
を
補
助
対
象
と
す
る
。

②
こ
れ
ま
で
レ
ジ
の
設
置
と
同
時
に
行
わ

れ
る
商
品
情
報（
商
品
マ
ス
タ
）の
登
録

に
係
る
費
用
を
補
助
対
象
と
し
て
き
た

が
、
レ
ジ
設
置
時
と
は
別
に
行
う
場
合

も
補
助
対
象
と
す
る
。

③
複
数
税
率
に
対
応
す
る「
券
売
機
」に
つ

い
て
も
、
補
助
の
対
象
と
す
る
。

（
２
）補
助
率
の
引
き
上
げ

①
レ
ジ
の
設
置
・
改
修
、
受
発
注
シ
ス
テ

ム
の
改
修
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
補
助

率
を
、「
３
分
の
２
以
内
」か
ら
、原
則「
４

の
３
以
内
」に
引
き
上
げ
る
。

　
併
せ
て
、
３
万
円
未
満
の
レ
ジ
を
１
台

の
み
導
入
す
る
場
合
の
補
助
率
を「
４

分
の
３
以
内
」か
ら「
５
分
の
４
以
内
」

に
引
き
上
げ
る
。

（
３
）補
助
対
象
事
業
者
の
取
扱
い

①
事
業
者
が
営
む
事
業
に
関
連
す
る
規
制

に
よ
り
、
補
助
対
象
外
と
な
っ
て
い
た

旅
館
・
ホ
テ
ル
等
の
一
部
の
事
業
者
に

係
る
取
扱
い
に
つ
い
て
、
広
く
補
助
対

象
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
制
度
の

運
用
改
善
を
行
う
。

　
詳
し
く
は
、
中
小
企
業
庁
、
軽
減
税
率

対
策
補
助
金
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
い
た
だ
く
か
、
商
工
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
家
庭
用
廃
油
回
収
の
受
付

に
つ
い
て

　
毎
月
、
第
3
水
曜
日
に
回
収
を
行
っ
て

お
り
ま
す
家
庭
用
廃
油
の
回
収
受
付
場
所

に
つ
き
ま
し
て
、
長
陽
支
所
の
一
時
閉
所

に
伴
い
、
白
水
本
所
、
久
木
野
支
所
の
２

カ
所
で
の
回
収
受
付
と
な
り
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す（
な
お
、
事
業
用
の

廃
油
回
収
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）。

■
提
出
窓
口

　
総
務
課 

財
務
係

■
受
付
期
間

3
月
1
日（
金
）〜 

31
日（
日
）

※
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・

祝
日
を
除
く

※
郵
送
の
場
合
は
3
月
31
日

の
消
印
有
効

■
申
請
対
象
者

①
建
設
工
事

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等

③
物
品
製
造
等（
役
務
の
提

供
等
を
含
む
）

※
県
内
外
に
主
た
る
事
業
所

を
有
す
る
者

■
有
効
期
間

2
0
1
9
年
4
月
1
日
〜

2
0
2
1
年
3
月
31
日

■
提
出
方
法

　
持
参
・
郵
送
い
ず
れ
も
可

■
提
出
書
類

•
証
明
書

　
平
成
31
年
1
月
1
日
以
降
に

発
行
し
た
も
の

▼
書
類
の
様
式

　
中
央
公
共
工
事
契
約
制
度
運

用
連
絡
協
議
会
の
統
一
様
式

に
基
づ
く

▼
提
出
部
数

　
Ａ
４
判
に
統
一
し
、
提
出
書

類
の
番
号
順
に
フ
ァ
イ
ル
綴

じ
、
表
紙
お
よ
び
背
表
紙
に

商
号
ま
た
は
名
称
を
記
載
す

る
こ
と
。

▼
フ
ァ
イ
ル
の
色

①
建
設
工
事：青
色（
薄
青
色
）

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
：
黄
色（
薄
黄
色
）

③
物
品
製
造
等（
役
務
の
提

供
等
を
含
む
）：
赤
色（
薄

赤
色
）

【
入
札
物
件
】

■
入
札
に
付
す
る
事
項

①
所
在

　
大
字
河
陽
字
井
手
ノ
上
5
1
7
5

番
1（
黒
川
村
営
住
宅
跡
地
）

②
地
目
　
宅
地

③
地
積
　
８
７
５
・
５
７
平
方
メ
ー
ト
ル

　（
う
ち
持
分
10
分
の
9
）

④
予
定
価
格

　
２
，
１
０
０
，
０
０
０
円

■
入
札
物
件
の
公
開

現
地
説
明
会
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、

各
自
で
現
地
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
入
札
参
加
申
込
み
】

■
期
日
・
時
間

２
月
４
日（
月
）〜
２
月
20
日（
水
）

ま
で

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で

（
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を

除
く
）

■
提
出
先

　
総
務
課 

財
務
係

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

【
提
出
書
類
】

①「
入
札
参
加
申
込
書
」（
様
式
第
１
号
）

お
よ
び「
誓
約
書
」（
様
式
第
２
号
）

②
添
付
書
類（
発
行
後
一
カ
月
以
内
の

も
の
）

•
個
人
の
場
合

　
住
民
票
、
身
分
証
明
書
、
納
税
証

明
書
、
印
鑑
証
明

•
法
人
の
場
合

　
法
人
登
記
簿
謄
本（
写
し
）、
納
税

証
明
書
、
印
鑑
証
明

※
身
分
証
明
書
：
本
籍
地
の
あ
る
市
町

村
で
発
行
す
る
証
明
書

【
入
札
日
時
お
よ
び
場
所
】

■
日
時

　
2
月
22
日（
金
）午
前
10
時
か
ら

■
場
所

　
役
場 

1
階
東
会
議
室

■
受
付

入
札
開
始
時
刻
10
分
前
ま
で
に
受

付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
入
札
に
必
要
な
書
類
】

①
入
札
書

②
封
筒

③
委
任
状（
様
式
第
4
号
）

※
入
札
申
込
人
以
外
が
参
加
す
る
場
合

④
身
分
証
な
ど（
運
転
免
許
証
、
健
康

保
険
被
保
険
者
証
な
ど
）

詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
総
務
課

窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
総
務
課 

財
務
係

　
℡（
６
７
）１
１
１
１

※
フ
ァ
イ
ル
の
留
め
具
は
、
金

属
類
を
使
用
し
な
い
も
の

※
そ
の
他
　
申
請
書
提
出
後
、

記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
、
す
み
や
か
に
変
更
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉総
務
課 

財
務
係
　
℡（
6
7
）1
1
1
1

2
0
1
9（
平
成
31
）年
度
・
2
0
2
0
年
度

南
阿
蘇
村
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
手
続
き
の

ご
案
内

　
2
0
1
9（
平
成
31
）年
度
・
2
0
2
0
年
度
に
村
に
お
け
る
競
争
入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
業
者
は
、「
南

阿
蘇
村
一
般
競
争（
指
名
競
争
）入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
提
出
要
領
」（
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）に
よ
り
、

必
要
書
類
を
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

村
有
地
の
売
り
払
い
に
つ
い
て
、

一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す
。
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むらびと芸術館

〈問い合わせ〉 高森警察署　℡（62）0110

サイバー空間の脅威
　～新たな手口に注

意！～

　インターネットを介したサイバー空間の利用が県民の日常生活の一部となっていますが、それとともにインター
ネットの利用によって犯罪やトラブル等に巻き込まれるリスクも増加しています。
　近年では、サイバー空間における新たな技術、サービスの提供に乗じた手口の犯罪が発生しています。
　昨年は、大手運送業者を騙るＳＭＳにより、偽のサイトに誘導され、そこから不正プログラムをインストールさ
せられたなどの相談が急増したほか、メールで、受信者が使用している（使用していた）サービスのパスワードを掲
載した上、「端末をハッキングした」、「個人情
報をばらされたくなければビットコインで支
払え」などという内容の脅迫メールに関する
相談もありました。
　日頃から、ニュースやセキュリティ機関の
サイト等から被害事例や手口等の情報に関心
を持って、被害の未然防止に努めてください。
インターネットに関する犯罪やトラブルに遭
わないために、「正しい知識と利用方法」を
しっかり身につけましょう。

肥
後
狂
句（
阿
蘇
御
神
火
会
）

安
か
ビ
ー
ル

 
 
カ
ン
カ
ン
の
良
う
溜
る
こ
つ

せ
び
ら
か
し

 
 
パ
ラ
ッ
と
降
っ
て
見
せ
た
だ
け

後
藤

　愛
子

付
か
ず
離
れ
ず

  
喧
嘩
に
な
ら
ん
そ
の
間
合

あ
け
す
け
に

 
 
後
は
サ
ラ
ッ
と
何
も
な
か

松
山
キ
ヨ
子

苦
笑
い

 

 
良
か
ら
ん
と
こ
で
鉢
合
わ
せ

付
か
ず
離
れ
ず

  
ど
こ
で
ス
パ
ー
ト
か
け
よ
う
か

桐
原

　白
酔

や
る
気
ゼ
ロ

 
 
ス
マ
ホ
だ
け
に
は
命
が
け

音
信
不
通

 

 
離
婚
届
け
も
ま
ま
な
ら
ん

佐
藤
多
可
雄

あ
け
す
け
に

 
 
喋
っ
て
出
世
取
り
逃
し

里
神
楽

 

 
も
み
じ
と
共
に
舞
う
衣
裳

大
塚
ほ
た
る

ま
一
っ
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「広報 みなみあそ」では、団体加盟の作品の他、
村民の皆さんの作品をお待ちしています。俳
句や短歌、イラストなど、どしどしお寄せくだ
さい！

〈提出日〉毎月5日締め切り
〈宛先〉〒869-1404 南阿蘇村大字河陽1705-1
南阿蘇村役場 政策企画課企画係

〈Eメールアドレス〉skikaku@vill.minamiaso.lg.jp
〈お問い合わせ〉政策企画課企画係　TEL（67）2230
※作品を提出される際は、必ず「お名前」「連絡先」を

ご記入ください。

皆さんの作品を掲載します 俳
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朝
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お問い合わせ：TEL（65）5077（長陽歩行浴温泉センター）

まずは自分の健康のために！
介護予防サポーターとは、高齢者の方々が住みなれた地域で
楽しくいきいきと過ごすためのサポートをします。
ご家族の健康の維持・介護予防にも役立ちます。

■場所／ウィナス会議室　　■時間／ 10：00～12：00

2月14日日　程

介護予防サポーター養成講座開講

2月28日 3月7日 3月14日

木曜日

介護予防概論

曜　日

内　容

木曜日

口腔講話

木曜日

栄養講話

木曜日

ロコモ・認知

〈問い合わせ〉 阿蘇広域行政事務組合 消防本部 南部分署　TEL（62）9034　火事・救急 119
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を
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、
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で
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の
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の
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５
０
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ル
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満
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飲
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に
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、
２
０
１
９（
平
成
31
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ら
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火
器
の
設
置
が
義
務
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け
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れ
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す
。
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法
令
の
改
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は
、
２
０
１
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平
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31
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月
１
日
に
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行
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れ
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
に
、
消
火
器
具
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
南
部
分
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

飲
食
店
を
営
業
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

法
令
改
正
の
お
知
ら
せ
で
す
。

改正前（平成31年9月30日まで）

消火器の設置が必要となる飲食店

延べ面積150㎡以上で設置が必要

改正後（平成31年10月1日以降）
火を使用する設備または器具のある飲食店
規模に関わりなく設置が必要※

火を使用する設備または器具のない飲食店
延べ面積150㎡以上で設置が必要

※ただし、次の装置が設置されている場合は、延べ面積150㎡以上から設置が
必要となります。

•調理油過熱防止装置
　鍋の温度の過度な上昇を感知し、自

動的にガスの供給を停止する装置
•自動消火装置
　厨房設備の火災を自動的に感知し、

消火薬剤等を放射して火を消す装置
•圧力感知安全装置
　過熱によるカセットボンベの圧力上

昇を感知して、自動的にボンベを外
す装置

調理油
過熱防止装置
下のマークが付いています。
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むらびと芸術館

〈問い合わせ〉 高森警察署　℡（62）0110

サイバー空間の脅威
　～新たな手口に注

意！～

　インターネットを介したサイバー空間の利用が県民の日常生活の一部となっていますが、それとともにインター
ネットの利用によって犯罪やトラブル等に巻き込まれるリスクも増加しています。
　近年では、サイバー空間における新たな技術、サービスの提供に乗じた手口の犯罪が発生しています。
　昨年は、大手運送業者を騙るＳＭＳにより、偽のサイトに誘導され、そこから不正プログラムをインストールさ
せられたなどの相談が急増したほか、メールで、受信者が使用している（使用していた）サービスのパスワードを掲
載した上、「端末をハッキングした」、「個人情
報をばらされたくなければビットコインで支
払え」などという内容の脅迫メールに関する
相談もありました。
　日頃から、ニュースやセキュリティ機関の
サイト等から被害事例や手口等の情報に関心
を持って、被害の未然防止に努めてください。
インターネットに関する犯罪やトラブルに遭
わないために、「正しい知識と利用方法」を
しっかり身につけましょう。
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改正後（平成31年10月1日以降）
火を使用する設備または器具のある飲食店
規模に関わりなく設置が必要※

火を使用する設備または器具のない飲食店
延べ面積150㎡以上で設置が必要

※ただし、次の装置が設置されている場合は、延べ面積150㎡以上から設置が
必要となります。

•調理油過熱防止装置
　鍋の温度の過度な上昇を感知し、自
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•自動消火装置
　厨房設備の火災を自動的に感知し、
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•圧力感知安全装置
　過熱によるカセットボンベの圧力上

昇を感知して、自動的にボンベを外
す装置
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）

　昨年末、各地区の神社ではしめ縄飾りや門松などのお正月の準備が行われました。
　その中で、一関一区・中松一区・中松二区の青年を中心とした「ぎおんさん祭り実
行委員会」の皆さんが、八坂神社に飾るしめ縄を、地域の方から教わって一緒に作
りあげました。同実行委員会は、約5年前から八坂神社の「ぎおんさん祭り」を復活
させ、若い方たちが積極的に地域行事に関わられています。
　「今はなかなかしめ縄を作る機会もなくなりました。実際作ってみると難しかった

です。私たちもしっかり覚えて次の世代に伝承できたら嬉しいです」と、実行委員会の方は
伝統を繋げていくことの大切さを体感されていました。
　また、加勢地区では昨年11月中旬に地震で崩れた観音堂の建て直しが完了し、老人会の
皆さんで作られたしめ縄をお堂に飾りました。観音堂の解体の時には、昔の古い釘が出て

きたそうで、区長さんに貴重なお話を伺いながらその釘を見せていた
だきました。
　村内・村外問わずに南阿蘇村の魅力を伝えていくため、伝統行事や
活動を記録に残していますので、地域の活動がありましたらぜひご連
絡ください。お待ちしています！

情報発信プロジェクト担当 五十嵐（政策企画課　℡（67）2073）

vol.16南阿蘇村

情報発信プロジェクト「しめ縄作り伝承」

　12月15日、阿蘇郡市ジュニアバドミントン大会が阿蘇市体育館で行われ、本村から南阿蘇ジュニアクラブのメン
バー 33人が参加しました（全体参加者220人）。
　最近のバドミントン人気もあり、年々競技者が
増加している状況の中、経験者はもとより今年の4
月に加入した初心者の子どもたちも随所に素晴ら
しいプレーを披露して観客を楽しませていました。

阿蘇郡市ジュニアバドミントン大会 入賞者続出！

【大会の結果】
◆優勝 6年男子ダブルス 深澤星穏・菅原虎次朗 組
　　　 5年男子ダブルス 興呂木日向・米村輝琉 組
 5年男子シングルス 興呂木日向
◆2位 5年男子ダブルス 佐藤夢貴・佐渡成泰 組
 5年男子シングルス 米村輝琉
 4年以下女子シングルス 山村美優
◆3位 6年男子シングルス 深澤星穏、菅原虎次朗
 6年女子シングルス 今村歩夢
 5年男子シングルス 佐藤夢貴
 4年以下男子ダブルス 宮田翔真・坂井碧仁 組
 4年以下女子ダブルス 古澤舞花・山下栞奈 組
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プログラム
活　　動
レポート

～クラブ会員お楽しみ集いの会 第５弾～「クリスマスリース作り」
　12月10日、ペンションアンジェリカのお庭でクリスマスリース作
りを行いました。残念ながら寒空の下、風も強く、外での作業がとて
も辛いものになりましたが、それでも自分の手で作り上げる楽しさを
感じながら、かずらで思い思いの大きさのリースを作り、バラやラベ
ンダーなどいくつかのドライフラ
ワーとリボンなどをくくり付け完
成。その後は暖かいお部屋での
ティータイム。美味しいお茶とケー
キをいただきながらホッと一息。
おしゃべりに花が咲き、2度目の
楽しい集いの時間を過ごすことが
できました。

プログラム
活　　動
レポート

～本田よろずや講座～　「正月門松つくり」
　12月25日、スッキリとした晴天に恵まれ、長陽中央公民館にて門
松つくりを行いました。今回、華道 草心流 教授　緒方草梯さんにもお
手伝い頂き、門松についての説明や、材料となる松・竹・梅、南天や千
両などの意味、飾りはじめと終わりについてなども分かりやすく教え
ていただきました。
　その後は外で作業開始。本田憲昭さんの指示のもと、竹を切る人、
鉢に砂を入れる人、材料を準備する人など、皆で協力し合いながら作

業を進めていきます。準備が整ったところで組み立て！　竹を仮止めし、材料をいけていきます。バランス
や調整など緒方さんにアドバイスを求める人も…。皆さん豪華で立派な門松が出来上がりました！　今回は
陶器の鉢を準備。毎年使用することができます。皆さん良い正月を迎えられたことでしょう。

プログラム
活　　動
レポート

～本田よろずや講座～　「こんにゃく作り」
　同日、12月25日の午後には、長陽中央公民館調理室で本田さんの
指導のもと「こんにゃく作り」を行いました。初めて挑戦する人も、昔
つくったことがある人も、まずは本田さんの説明をよく聞いた後、二
人一組になり作業開始。まずは芋をき
れいに洗い、皮をむく作業をしながら、
たくさんのお湯を沸かします。洗い終
わった芋は、さいの目状に切り、15～

20分ほど茹でた後、熱いゆで湯とともにミキサーにかけます。お湯で溶か
した炭酸ナトリウムをよく混ぜ、丸めたりバットに伸ばしたりと形を整えま
す。固まったら適当な大きさに切って、30分煮た後、水に浸し終了。こんにゃ
くの美味しそうな匂いが漂います。出来立てのこんにゃくはお刺身で！　お
正月用の煮物など幅広いお料理に！　美味しいこんにゃくの出来上がり。
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護
な
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協
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功
績
の
あ
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対
象

と
な
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表
彰
を
受
け
ら
れ
た
村

内
表
彰
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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敬
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略
〉

全
保
連
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彰

　
下
田
浩
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東
下
田
・
保
護
司
）

九
州
更
女
会
表
彰

　
山
村
よ
し
子

　（
河
陰
・
更
女
会
）

熊
本
県
知
事
表
彰

　
岩
本
敏
則

　（
吉
田
三
・
協
力
雇
用
主
会
）

観
察
所
所
長
表
彰

　
後
藤
義
文

　（
白
川
・
保
護
司
）

　
中
島
ミ
ワ
子

　（
第
四
駐
在
・
更
女
会
）

更
女
会
会
長
表
彰

　
芹
口
由
美

　（
第
三
駐
在
・
更
女
会
）

厚
生
労
働
省
局
長
表
彰（
※
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渡
邉
吉
保

　（
中
松
二
・
保
護
司
）

（
※
薬
物
防
止
指
導
員
と
し
て

功
績
の
あ
っ
た
人
を
対
象
と
し

た
表
彰
）
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活動を記録に残していますので、地域の活動がありましたらぜひご連
絡ください。お待ちしています！

情報発信プロジェクト担当 五十嵐（政策企画課　℡（67）2073）

vol.16南阿蘇村

情報発信プロジェクト「しめ縄作り伝承」
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バー 33人が参加しました（全体参加者220人）。
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◆3位 6年男子シングルス 深澤星穏、菅原虎次朗
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 5年男子シングルス 佐藤夢貴
 4年以下男子ダブルス 宮田翔真・坂井碧仁 組
 4年以下女子ダブルス 古澤舞花・山下栞奈 組
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相
談

〈問い合わせ〉総務課 総務係　℡（67）1111

市外局番0967

南阿蘇村代表
 （67）1111

総務課 （67）1111

復興推進課 （67）1113

政策企画課 （67）2230

産業観光課 （67）1112

議会事務局 （67）1553

農政課 （67）2706

農業委員会事務局
 （67）2707

住民福祉課 （67）2702

次世代定住課 
　　　　　 （67）2705

健康推進課 （67）2704

税務課 （67）2703

会計課 （67）2701

環境対策課 （67）3176
　　　　　 （65）8121

建設課 （67）3178

教育委員会事務局
 （67）1602

南阿蘇村携帯サイト
http：//www.vill.minami
aso.lg.jp/mobile/

各課の電話番号

くらし
の

くらし
の

Life Information

相
談

住
宅
再
建
無
料
相
談
会
開
催
の

お
知
ら
せ

　
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
た
め
の
住
宅
再
建
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
関
係
機
関

が
一
堂
に
会
す
る
相
談
会
で
、
す
ま

い
の
再
建
支
援
策
、地
盤
や
住
宅
建
築
、

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免
除・減
額
な
ど
、

住
ま
い
に
関
す
る
疑
問
や
多
重
債
務

の
改
善
な
ど
を
専
門
家
に
無
料
で
ご

相
談
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前
の
ご
予

約
は
不
要
で
す
。

■
日
時

　
２
月
17
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所

　
阿
蘇
熊
本
空
港
ホ
テ
ル
エ
ミ
ナ
ー

ス（
益
城
町
田
原
2
0
7
1
‐
1
）

■
参
加
予
定
機
関

　
熊
本
県
、
熊
本
県
弁
護
士
会
、
熊

本
県
建
築
士
事
務
所
協
会
、
熊
本
県

賃
貸
住
宅
経
営
者
協
会
、
熊
本
県
地

質
調
査
業
協
会
、住
宅
金
融
支
援
機
構
、

肥
後
銀
行
、
熊
本
銀
行
、
熊
本
信
用

金
庫
、
熊
本
第
一
信
用
金
庫
、
熊
本

中
央
信
用
金
庫
、
熊
本
県
信
用
組
合
、

J
A
バ
ン
ク
熊
本
、
九
州
労
働
金
庫
、

九
州
財
務
局

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

九
州
財
務
局 

理
財
部 

金
融
調
整
官

℡
0
9
6（
3
5
3
）6
3
5
1

「
熊
本
こ
こ
ろ
の
電
話
」ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座

受
講
生
募
集

　「
熊
本
こ
こ
ろ
の
電
話
」と
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
こ

こ
ろ
に
悩
み
を
持
つ
方
か
ら
の
電
話

相
談
を
お
受
け
す
る
活
動
で
す
。
今

回
第
37
期
生
を
募
集
し
ま
す
。
講
座

で
は
、
精
神
科
医
師
や
臨
床
心
理
士

に
よ
り
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
必
要
な

精
神
保
健
の
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。

■
主
催

　
公
益
社
団
法
人
熊
本
県
精
神
保
健

福
祉
協
会（
会
長
　
池
田
学
）

■
場
所（
予
定
）

　
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

熊
本
市
東
区
月
出
３
‐
１
‐
１
２
０

（
無
料
駐
車
場
有
）

■
時
間

　
平
日
の
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８

時
30
分（
週
１
日
の
２
時
間
を
基
本
）

■
受
講
料

　
毎
月
２
千
円（
月
謝
制
・
税
込
）

　
本
年
６
月
〜
来
年
３
月
の
間

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

公
益
社
団
法
人
熊
本
県
精
神
保
健

福
祉
協
会
事
務
局（
熊
本
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
０
９
６（
２
８
５
）６
８
８
４

月
〜
金 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

担
当
：
事
務
局
　
青
木
・
上
野

※
詳
細
は
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
く
ま
も
と
林
業
大
学
校
」【
長
期
課

程
】受
講
者
募
集

　
熊
本
県
は
平
成
31
年
４
月
に「
く

ま
も
と
林
業
大
学
校
」を
開
校
し
ま
す
。

　
林
業
就
業
希
望
者
を
対
象
と
し
た

【
長
期
課
程
】は
、
平
成
31
年
４
月
か

ら
２
０
０
日
間
実
施
し
、
林
業
に
必

要
な
資
格
の
取
得
か
ら
最
新
技
術
の

学
習
ま
で
幅
広
く
習
得
で
き
ま
す
。

■
受
講
料
　
無
料

■
受
講
に
あ
た
っ
て
の
選
考
試
験

　
①
試
験
　
②
小
論
文
　
③
面
接

■
受
講
申
請
期
限

　
２
月
15
日（
金
）ま
で

（
最
新
情
報
は
、「
く
ま
も
と
林
業
大

学
校
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。）

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

熊
本
県
農
林
水
産
部
森
林
局
林
業

振
興
課

℡
０
９
６（
３
３
３
）２
４
４
４

大
切
な
ペ
ッ
ト
の
た
め
に（
ペ
ッ

ト
に
は
避
妊
去
勢
手
術
を
）

　
保
健
所
で
引
き
取
り
相
談
が
あ
る

犬
や
猫
の
多
く
は
、
生
ま
れ
て
間
も

な
い
子
犬
や
子
猫
で
す
。
犬
は
年
に

１
〜
２
回
、
猫
は
年
に
２
〜
３
回
妊

娠
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
望
ま

な
い
妊
娠
に
よ
る
不
幸
な
命
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
も
、
避
妊
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
避
妊
去
勢
手
術
は
繁
殖
を

防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
犬
・
猫
自
身
の

病
気
の
予
防
や
ス
ト
レ
ス
軽
減
、
散

歩
時
の
マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減
少
に

も
な
り
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

阿
蘇
保
健
所

℡（
２
４
）９
０
３
５

「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９
」が

開
催
さ
れ
ま
す
！

　
２
月
17
日（
日
）、
熊
本
市
内
に
お

い
て
、「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９
」

（
第
８
回
大
会
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
大
会
当
日
は
、
長
時
間
に
わ
た
り

大
規
模
な
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
沿
線
以

外
の
通
行
可
能
な
道
路
に
お
い
て
も
、

大
幅
な
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
熊
本
市
内
へ
お
出
か
け
の
際

に
は
、
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
ひ
か
え
、

公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

交
通
規
制
に
つ
い
て
の
詳
細
は

「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

http://kum
am

otojyo-m
arath

on.jp/

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
物
や
宅
配
便
な
ど
が
遅
れ
て

届
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事

務
局

℡
０
９
６（
３
２
８
）２
３
７
３

一
般

募
集

南阿蘇村子育て支援センター わくわくひろば
　子育て支援センター「わくわくひろば」は、乳幼児から就学前のお子さんと保護者が一緒に遊べる、親子の交
流や育児の情報交換の場です。毎月楽しい行事などを行っております。お気軽にお越しください。

■開設日時　毎週月～金曜日　午前10時～午後3時
■場　　所　長陽保健センター
　　　　　　（総合福祉温泉センター「ウィナス」の隣）

1日
7日

12日
14日
21日

25～28日
28日

（金）
（木）
（火）
（木）
（木）

（木）

2月行事予定（午前10時30分から）

℡（67）2125

節分
ひな人形飾り
大きくなあれ！（身体測定）
親子遊び！（子育て相談員来所）
親子でヨガ（※要予約）
ひな人形作り
絵本の読み聞かせ

公用封筒（行政文書送付用）
広告募集

広告を掲載する封筒 作成枚数 広告枠の規格 募集枠数 最低価格（1枠）

役場で使用している文書送付用の封筒に掲載する広告を募集します。
■広告募集期間
　平成31年1月4日（金）～平成31年2月28日（木）
■広告掲載期間
　封筒作成後、在庫がなくなるまで（おおむね1年間）
■広告の規格等

■申請について
【申請書類】　公用封筒広告掲載申込書・公用封筒広告掲載見積書・広告原稿
【申請様式】　村ホームページまたは総務課でお受け取りください。
【申請期限】　2月28日（木）までに、総務課 総務係まで郵送またはご持参ください。
■決定方法
•広告掲載の申込数が募集した広告数を超えた場合は、見積額の高い順に採用します。
•見積額が同額で広告主を決定できないときは、村内に事務所・事業所を有する事業者を優先します。
　それでも決定できないときは、抽選となります。
•広告審査委員会の審査を経て掲載の可否が決定されます。

60,000円

20,000円

40,000円

10,000円

30,000枚

10,000枚

20,000枚

5,000枚

長形3号

長形40号

角形2号

角形１号

120㎜×235㎜

90㎜×225㎜

240㎜×332㎜

270㎜×382㎜

最大3枠

最大3枠

最大6枠

最大6枠

縦60㎜　横80㎜

縦50㎜　横70㎜

縦70㎜　横85㎜

縦85㎜　横100㎜

子どもたちとクリ
ス マ ス ソ ン グ を
歌ったり、踊った
り楽しいひととき
を過ごしました。

わくわくひろばに
サンタクロースが
プレゼントを持っ
てやってきました。

サンタクロースがやってきた!

MINAMIASO 2019.22019.2 MINAMIASO



相
談

〈問い合わせ〉総務課 総務係　℡（67）1111

市外局番0967

南阿蘇村代表
 （67）1111

総務課 （67）1111

復興推進課 （67）1113

政策企画課 （67）2230

産業観光課 （67）1112

議会事務局 （67）1553

農政課 （67）2706

農業委員会事務局
 （67）2707

住民福祉課 （67）2702

次世代定住課 
　　　　　 （67）2705

健康推進課 （67）2704

税務課 （67）2703

会計課 （67）2701

環境対策課 （67）3176
　　　　　 （65）8121

建設課 （67）3178

教育委員会事務局
 （67）1602

南阿蘇村携帯サイト
http：//www.vill.minami
aso.lg.jp/mobile/

各課の電話番号

くらし
の

くらし
の

Life Information

相
談

住
宅
再
建
無
料
相
談
会
開
催
の

お
知
ら
せ

　
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
た
め
の
住
宅
再
建
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
関
係
機
関

が
一
堂
に
会
す
る
相
談
会
で
、
す
ま

い
の
再
建
支
援
策
、地
盤
や
住
宅
建
築
、

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免
除・減
額
な
ど
、

住
ま
い
に
関
す
る
疑
問
や
多
重
債
務

の
改
善
な
ど
を
専
門
家
に
無
料
で
ご

相
談
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前
の
ご
予

約
は
不
要
で
す
。

■
日
時

　
２
月
17
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所

　
阿
蘇
熊
本
空
港
ホ
テ
ル
エ
ミ
ナ
ー

ス（
益
城
町
田
原
2
0
7
1
‐
1
）

■
参
加
予
定
機
関

　
熊
本
県
、
熊
本
県
弁
護
士
会
、
熊

本
県
建
築
士
事
務
所
協
会
、
熊
本
県

賃
貸
住
宅
経
営
者
協
会
、
熊
本
県
地

質
調
査
業
協
会
、住
宅
金
融
支
援
機
構
、

肥
後
銀
行
、
熊
本
銀
行
、
熊
本
信
用

金
庫
、
熊
本
第
一
信
用
金
庫
、
熊
本

中
央
信
用
金
庫
、
熊
本
県
信
用
組
合
、

J
A
バ
ン
ク
熊
本
、
九
州
労
働
金
庫
、

九
州
財
務
局

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

九
州
財
務
局 

理
財
部 

金
融
調
整
官

℡
0
9
6（
3
5
3
）6
3
5
1

「
熊
本
こ
こ
ろ
の
電
話
」ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座

受
講
生
募
集

　「
熊
本
こ
こ
ろ
の
電
話
」と
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
こ

こ
ろ
に
悩
み
を
持
つ
方
か
ら
の
電
話

相
談
を
お
受
け
す
る
活
動
で
す
。
今

回
第
37
期
生
を
募
集
し
ま
す
。
講
座

で
は
、
精
神
科
医
師
や
臨
床
心
理
士

に
よ
り
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
必
要
な

精
神
保
健
の
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。

■
主
催

　
公
益
社
団
法
人
熊
本
県
精
神
保
健

福
祉
協
会（
会
長
　
池
田
学
）

■
場
所（
予
定
）

　
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

熊
本
市
東
区
月
出
３
‐
１
‐
１
２
０

（
無
料
駐
車
場
有
）

■
時
間

　
平
日
の
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８

時
30
分（
週
１
日
の
２
時
間
を
基
本
）

■
受
講
料

　
毎
月
２
千
円（
月
謝
制
・
税
込
）

　
本
年
６
月
〜
来
年
３
月
の
間

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

公
益
社
団
法
人
熊
本
県
精
神
保
健

福
祉
協
会
事
務
局（
熊
本
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
０
９
６（
２
８
５
）６
８
８
４

月
〜
金 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

担
当
：
事
務
局
　
青
木
・
上
野

※
詳
細
は
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
く
ま
も
と
林
業
大
学
校
」【
長
期
課

程
】受
講
者
募
集

　
熊
本
県
は
平
成
31
年
４
月
に「
く

ま
も
と
林
業
大
学
校
」を
開
校
し
ま
す
。

　
林
業
就
業
希
望
者
を
対
象
と
し
た

【
長
期
課
程
】は
、
平
成
31
年
４
月
か

ら
２
０
０
日
間
実
施
し
、
林
業
に
必

要
な
資
格
の
取
得
か
ら
最
新
技
術
の

学
習
ま
で
幅
広
く
習
得
で
き
ま
す
。

■
受
講
料
　
無
料

■
受
講
に
あ
た
っ
て
の
選
考
試
験

　
①
試
験
　
②
小
論
文
　
③
面
接

■
受
講
申
請
期
限

　
２
月
15
日（
金
）ま
で

（
最
新
情
報
は
、「
く
ま
も
と
林
業
大

学
校
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。）

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

熊
本
県
農
林
水
産
部
森
林
局
林
業

振
興
課

℡
０
９
６（
３
３
３
）２
４
４
４

大
切
な
ペ
ッ
ト
の
た
め
に（
ペ
ッ

ト
に
は
避
妊
去
勢
手
術
を
）

　
保
健
所
で
引
き
取
り
相
談
が
あ
る

犬
や
猫
の
多
く
は
、
生
ま
れ
て
間
も

な
い
子
犬
や
子
猫
で
す
。
犬
は
年
に

１
〜
２
回
、
猫
は
年
に
２
〜
３
回
妊

娠
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
望
ま

な
い
妊
娠
に
よ
る
不
幸
な
命
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
も
、
避
妊
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
避
妊
去
勢
手
術
は
繁
殖
を

防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
犬
・
猫
自
身
の

病
気
の
予
防
や
ス
ト
レ
ス
軽
減
、
散

歩
時
の
マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減
少
に

も
な
り
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

阿
蘇
保
健
所

℡（
２
４
）９
０
３
５

「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９
」が

開
催
さ
れ
ま
す
！

　
２
月
17
日（
日
）、
熊
本
市
内
に
お

い
て
、「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９
」

（
第
８
回
大
会
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
大
会
当
日
は
、
長
時
間
に
わ
た
り

大
規
模
な
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
沿
線
以

外
の
通
行
可
能
な
道
路
に
お
い
て
も
、

大
幅
な
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
熊
本
市
内
へ
お
出
か
け
の
際

に
は
、
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
ひ
か
え
、

公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

交
通
規
制
に
つ
い
て
の
詳
細
は

「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

http://kum
am

otojyo-m
arath

on.jp/

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
物
や
宅
配
便
な
ど
が
遅
れ
て

届
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事

務
局

℡
０
９
６（
３
２
８
）２
３
７
３

一
般

募
集

南阿蘇村子育て支援センター わくわくひろば
　子育て支援センター「わくわくひろば」は、乳幼児から就学前のお子さんと保護者が一緒に遊べる、親子の交
流や育児の情報交換の場です。毎月楽しい行事などを行っております。お気軽にお越しください。

■開設日時　毎週月～金曜日　午前10時～午後3時
■場　　所　長陽保健センター
　　　　　　（総合福祉温泉センター「ウィナス」の隣）

1日
7日

12日
14日
21日

25～28日
28日

（金）
（木）
（火）
（木）
（木）

（木）

2月行事予定（午前10時30分から）

℡（67）2125

節分
ひな人形飾り
大きくなあれ！（身体測定）
親子遊び！（子育て相談員来所）
親子でヨガ（※要予約）
ひな人形作り
絵本の読み聞かせ

公用封筒（行政文書送付用）
広告募集

広告を掲載する封筒 作成枚数 広告枠の規格 募集枠数 最低価格（1枠）

役場で使用している文書送付用の封筒に掲載する広告を募集します。
■広告募集期間
　平成31年1月4日（金）～平成31年2月28日（木）
■広告掲載期間
　封筒作成後、在庫がなくなるまで（おおむね1年間）
■広告の規格等

■申請について
【申請書類】　公用封筒広告掲載申込書・公用封筒広告掲載見積書・広告原稿
【申請様式】　村ホームページまたは総務課でお受け取りください。
【申請期限】　2月28日（木）までに、総務課 総務係まで郵送またはご持参ください。
■決定方法
•広告掲載の申込数が募集した広告数を超えた場合は、見積額の高い順に採用します。
•見積額が同額で広告主を決定できないときは、村内に事務所・事業所を有する事業者を優先します。
　それでも決定できないときは、抽選となります。
•広告審査委員会の審査を経て掲載の可否が決定されます。

60,000円

20,000円

40,000円

10,000円

30,000枚

10,000枚

20,000枚

5,000枚

長形3号

長形40号

角形2号

角形１号

120㎜×235㎜

90㎜×225㎜

240㎜×332㎜

270㎜×382㎜

最大3枠

最大3枠

最大6枠

最大6枠

縦60㎜　横80㎜

縦50㎜　横70㎜

縦70㎜　横85㎜

縦85㎜　横100㎜

子どもたちとクリ
ス マ ス ソ ン グ を
歌ったり、踊った
り楽しいひととき
を過ごしました。

わくわくひろばに
サンタクロースが
プレゼントを持っ
てやってきました。

サンタクロースがやってきた!

MINAMIASO 2019.22019.2 MINAMIASO



大きくなあれ！
（身体測定）
（わくわくひろば）

育児相談
（南阿蘇村役場
健康推進課）

無料税務相談会 親子遊び！
（子育て相談員来所）
（わくわくひろば）

歯っぴい健診
（白水保健センター）

確定申告
（一関二・吉田三）

親子でヨガ
（要予約）
（わくわくひろば）

1歳半健診
（白水保健センター）

確定申告
（両併一・白川東）

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（下野山田仮設）

確定申告
（両併二・一関一）

確定申告
（中松一・吉田二）

確定申告
（中松二・両併三）

確定申告
（下野・沢津野）

国民健康保険税(第8期)
納付期限日

絵本の読み聞かせ
（わくわくひろば）

確定申告
（白川西・吉田一）

ひな人形つくり
（～28日）
（わくわくひろば）

確定申告
（中松三）

税理士無料相談日

4カ月児健診
（白水保健センター）

確定申告（立野・立野駅）

国民健康保険税（第8期）
口座振替日

税理士無料相談日

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（陽の丘仮設）

雑損控除申告書
および
住宅借入金等
特別控除計算会

ひな人形飾り
（わくわくひろば）

7カ月児健診
（白水保健センター）

雑損控除申告書
および
住宅借入金等
特別控除計算会
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住宅借入金等
特別控除計算会

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（長陽運動公園仮設）

節分
（わくわくひろば）
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・白水 長陽
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図書室だより
新刊図書紹介

南阿蘇村長陽中央公民館

＊公民館図書室は、旧長陽庁舎のとなりにあります。
　開室時間は月曜日から金曜日の午前9時から午後5時までです。
　皆さまのご利用をお待ちいたしております。

お問い合わせ：教育委員会　TEL：（67）1602

新刊たくさん
　入りました！

利用者の読みたい本に少しでもお応えできるよう、リクエス
トや予約、県立図書館からの借用業務も行っています。

（要望にお応えできない本もありますので、ご了承ください。）

庁舎の時間外口に時
間外返却箱を設置し
ています。土日・祝
日などの返却時にご
利用ください。

皆さんのご利用お待ちしております。 異郷のぞみし
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廃食油回収日

のむら内科クリニック
西原村小森
096（292）2250

馬原内科医院
高森町高森
0967（62）0646

寺﨑内科胃腸科クリニック
南阿蘇村白川
0967（62）0378

藤本医院
南阿蘇村中松
0967（67）0020

月日 火 水 木 金 土
1/31

7

14

21

28

1/30

6

13

20

27

1/29

5

12

19

26

1

8

15

22

3/1

2

9

16

23

3/2

1/27

3

10

17

24

1/28

4

11

18

25
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長陽中央公民館の玄関に、
図書の返却BOXを設置
しました。
図書室から借りた図書を
返却される時は、こちら
をご利用ください。

図書室からのお知らせ

MINAMIASO 2019.22019.2 MINAMIASO



大きくなあれ！
（身体測定）
（わくわくひろば）

育児相談
（南阿蘇村役場
健康推進課）

無料税務相談会 親子遊び！
（子育て相談員来所）
（わくわくひろば）

歯っぴい健診
（白水保健センター）

確定申告
（一関二・吉田三）

親子でヨガ
（要予約）
（わくわくひろば）

1歳半健診
（白水保健センター）

確定申告
（両併一・白川東）

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（下野山田仮設）

確定申告
（両併二・一関一）

確定申告
（中松一・吉田二）

確定申告
（中松二・両併三）

確定申告
（下野・沢津野）

国民健康保険税(第8期)
納付期限日

絵本の読み聞かせ
（わくわくひろば）

確定申告
（白川西・吉田一）

ひな人形つくり
（～28日）
（わくわくひろば）

確定申告
（中松三）

税理士無料相談日

4カ月児健診
（白水保健センター）

確定申告（立野・立野駅）

国民健康保険税（第8期）
口座振替日

税理士無料相談日

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（陽の丘仮設）

雑損控除申告書
および
住宅借入金等
特別控除計算会

ひな人形飾り
（わくわくひろば）

7カ月児健診
（白水保健センター）

雑損控除申告書
および
住宅借入金等
特別控除計算会

雑損控除申告書
および
住宅借入金等
特別控除計算会

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（長陽運動公園仮設）

節分
（わくわくひろば）

新聞・雑誌・ダンボール
・白水 長陽
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図書室だより
新刊図書紹介

南阿蘇村長陽中央公民館

＊公民館図書室は、旧長陽庁舎のとなりにあります。
　開室時間は月曜日から金曜日の午前9時から午後5時までです。
　皆さまのご利用をお待ちいたしております。

お問い合わせ：教育委員会　TEL：（67）1602

新刊たくさん
　入りました！

利用者の読みたい本に少しでもお応えできるよう、リクエス
トや予約、県立図書館からの借用業務も行っています。

（要望にお応えできない本もありますので、ご了承ください。）

庁舎の時間外口に時
間外返却箱を設置し
ています。土日・祝
日などの返却時にご
利用ください。

皆さんのご利用お待ちしております。 異郷のぞみし
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チキンラーメンの女房
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西原村小森
096（292）2250

馬原内科医院
高森町高森
0967（62）0646
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長陽中央公民館の玄関に、
図書の返却BOXを設置
しました。
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返却される時は、こちら
をご利用ください。

図書室からのお知らせ
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保護者／弘平さん・江津子さん

H28年

生まれ
2月22日

たか みや

髙宮 弘樹くん（男）
中松一

ひろ き

保護者／勝寿さん・千尋さん

H28年

生まれ
2月26日

よし なが

吉永 安寿ちゃん（女）
第七駐在

あん じゅ

じいちゃん、
ばあちゃん
いつもありがとう！

近所をお散歩して
赤牛さんに会いに行くのが
大好きです♪♪♪

保護者／和浩さん・美奈子さん

H28年

生まれ
2月22日

あ だち

安達 巧太朗くん（男）
中松三
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▲

1月3日は村の成人式が行われました。新成人の皆さん、ご成人おめでと
うございます。紙面の都合で全てはご紹介できず申し訳ありませんが、イン
タビューや写真撮影へのご協力、本当にありがとうございました。これから
の更なるご活躍をお祈りいたします。

▲

この冬、今のところ雪はすこしちらつ
く程度ですが、油断せず凍結や気温に用心したいところ。

▲

年末年始や1月の忙しさで皆さんお疲
れかと思いますので、ご自愛のうえお過ごしください。 実
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編集
後記

南阿蘇村（出身でも可）で、何
かに挑戦している人や頑張っ
ている人（団体）、活躍してい
る人を紹介します。年齢、自
薦・他薦は問いません。
たくさんの応募をお待ちして
います！

【申し込み・お問い合わせ】
政策企画課企画係
℡（67）2230

募集しています
「村と人」を

３歳の誕生日を迎えるお子さんを募集します
■応募方法

【お問い合わせ】

誕生月の前月５日（５日が休日の場合は５日以降直近の平日）までに、写真・
一言コメント・お子さんの氏名と生年月日・保護者の氏名・連絡先を添えて
役場政策企画課企画係までお申し込みください。

政策企画課企画係　℡（67）2230

　1月3日、ホテルグリーンピア南阿蘇で、村成人式
が行われました。表紙の文字「希望」は、新成人実行
委員の笠純華さんが書き上げた今年の成人式のテー
マで、会場に掲示されました。参加した新成人は恩
師や旧友との再会に輝く笑顔を見せ、大人への第一
歩を踏み出しました。（当日の様子は2・3ページ）

表紙の説明

❹雑損控除計算書・住宅ローン控除計算書作成会について
❻復興むらづくりだより
❼私たちの図書館について考えてみませんか？
❾村の農業を担う新規就業者を募集しています
�「きらめく地域づくり支援事業補助金」交付事業決定
�競争入札参加資格審査申請手続きのご案内

～トピックス～～トピックス～

Happy Birthday
３さいお誕生日おめでとうお誕生日おめでとう

　
鞘
か
ら
刀
を
抜
き
放
ち
、
鞘
に
納
め
る
ま
で

の
技
術
と
精
神
を
磨
く
武
道
、「
居
合
道
」。
南

阿
蘇
中
学
校
3
年
生
の
峰
松
拓
未
さ
ん（
第
九

駐
在
・
写
真
右
）と
村
上
颯
汰
さ
ん（
中
松
二
・

写
真
左
）は
、
一
昨
年
の
11
月
に
村
文
化
祭
で

行
わ
れ
て
い
た
体
験
教
室
を
き
っ
か
け
に
、
居

合
を
始
め
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
昨
年
10
月
、
県
立
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た「
熊
本
県
居
合
道
昇
段
審
査
会
」で
昇

段
審
査
に
初
挑
戦
。
10
カ
月
間
の
毎
週
の
稽
古

が
実
を
結
び
、
見
事
そ
ろ
っ
て
初
段
に
合
格
し

ま
し
た
。
翌
月
の
村
文
化
祭
で
は
、
初
段
の
技

を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
居
合
道
に
対
す
る
思
い
を
尋
ね
て
み
る
と
、

「
居
合
の
型
の
最
中
は
、
相
手
が
い
る
と
い
う

意
識
は
す
る
け
れ
ど
、
他
に
は
何
も
考
え
ず
集

中
し
て
い
ま
す
。『
継
続
は
力
な
り
』と
い
う
よ

う
に
、
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
か
ら
長
く
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
、
峰
松
さ
ん
。

　
剣
道
を
し
て
い
た
経
験
も
あ
り
、
も
と
も
と

刀
や
剣
に
は
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
村
上
さ
ん

は
、「
居
合
の
型
は
12
本
あ
っ
て
、
自
分
は
ま

だ
完
全
で
は
な
い
の
で
、
ま
ず
は
全
部
の
型
を

し
っ
か
り
覚
え
て
か
ら
次
の
段
に
挑
み
た
い
で

す
」と
、
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
高
校
進
学
に
向
け
た
受
験
勉
強
の

真
っ
只
中
の
お
二
人
で
す
が
、
二
段
昇
段
を
目

指
し
、
春
か
ら
の
稽
古
に
臨
み
ま
す
。

磨
く
技
　
研
ぎ
澄
ま
す
心

峰
松 

拓
未
さ
ん（
第
九
駐
在
）・
村
上 

颯
汰
さ
ん（
中
松
二
）

そ
う

か
み

む
ら

た

た
く

ま
つ

み
ね

み

乗り物大好き♡


